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本稿
は、
一昨
年(
一九六九
)
のこ
の
「研究年報」
所収
の拙
稿
「滋賀県
の
宮座
の現
況11社会
人類
学的
予備調査」
にも
とづ
く集
中的調査
の第二次
分
(第
二部
)と
して
、
本年度
に実
施し
た調査概要
の報
告である。
第一次
分(
第
一部
)
は昨
年実
施し、
すでに同
じく
「研究年報」
(一
九七 O 〉
にお
いて
報告
宮 座 の 社 会人類学的調査H
調査H
と
川川叫1山川ド
lru --叶
両
橋
統
ずみ
である
oq
宮座
の社
会人類
学的調
査I
11滋賀
県
湖
南と
湖
東」)
した
が っ
て、
本稿
を以
って
一応
、
滋賀県
に
つい
て
は調
査が
ほぼ
終
了し
たわ
けで
ある
が、
主ら
ざる
調査不備
も若干あ
る
ので
、
これ
らを補
った
うえ
で、
さら
に総
括的
なま
とめを
する
つ
もりである。
なお
、
この
一連
の
調査
に
対す
る理
論的枠組
は、
先稿
「宮
座制覚書」
( 「民族
学からみ
た日
本
||岡
正
雄教
授古
析記念論
文集」
、
河出書
房新社
刊、
昭和四十五年
所収
)に
おい
て示し
てある
が、
理論的な総
括も、
その
際
、
同時
に行
う
考えである。
だ
から
本稿
は、
あ
くまで集
中的調
査の
第二次
分
(第
二部
)
とし
ての
中間報告
的な
も
ので
ある。
本年度
の調
査は、
湖西
と湖北
で各二
ケ所
ずつを
選ん
で行
った
。
四ケ
所と
いう
数は、
前年
の湖
南と湖
東の場
合に対
応さ
せたか
ら
でも
あ
るが
、
私個人
の調
査能
力や日程
及び費用
の関
係で、
これ
位が
最も適切と考え
たか
らであ
る。
各調
査地
の選
定の
理由
は次
の如
くであ
る。
まず
湖
西の
滋賀郡志賀
町北
ト公士
、
，J\4rqLu‘ 
かつてつよ
い株
座組織
があ
っ
たが、
明治初t中
期に、
ある事
件を
契機
とし
て村
座化し
ており
、
この
事件
(係争)
及び村
座
化のプ
ロセ
スと
変
容移行形
態に、
宮座
一般
に通
ずる何
らか
の問
題を考
察できると
考
えたから
宮座の社会人類学的調室H
である。
同じく湖西の高島郡今津町深清水は、
古くから村座であったらしいが、
株底的な要素もいくぶんみられ、
また年令階梯や儀礼的な地位序列体系が
現在でも整っており旦、
古文書記録資料が豊富であること、
など、がその理
由である。
湖北の伊香郡西浅井町
集福寺は、
官座としてはかなり変った部
類に入るが、
隔絶した閉鎖的な地域環境の下で、
特殊な発達をした形態と
考えられ、
十分に考察に価すると思ったからである。
同じ西浅井町の大浦も、別の意味で特殊な形態を示しているが、集福寺と
異り、若干の変容過程を経て、今日の形態に及んだものと推察されたので、選定してみたわけである。
以上のそれぞれは湖西や湖北のローカルな特徴
をも示しているのだ、が、
先述の如く、
調査不備がのこされているので、
こ
れは人午後できるだけ補うつもりである。(本年度の調査地については、付図参照)なお、
調査時期は本年(一九七一)八月上t中旬の三週間である。
一、
湖
商
滋賀郡志賀町北小松
志賀町北小松は旧小松村北小松で戸数約二五O戸、
近江舞子ノ浜に隣接
する景勝の地である。
戸数ほぼ同程度の南小松及び
北比良とで旧小松村が
できていたが、
昭和三十年に、
より南の旧木戸村及び旧和遁村と三ケ村が
合併して志賀町となった。
湖西でもこの部分は海抜約千米の比良山系がぐ
っと湖岸ぎりぎりまでせまり、
平地は
湖
岸べりに極くわづかしかない。
し
たが て集落も湖岸に沿って
点々とつらなっており、
現在はその闘を国道
一六一号線、が南北に縦貫していて、
大津と今津
聞のパス便やマイカーの往
来も盛んだから 地勢的 は恵まれてはいないが、交通の点はわるくない。しかし昔は道がよくなかったから、
琵琶湖の舟便が京大阪への足でもあっ
たようで、
距蹴的には近くとも、
何かと不便な土地柄であったようだ。
こ
の北小松には元村社の社格をもっ樹下神社会話
神、
鴨王依姫命ほか)があ
るが、(写真A1参照)
、
ここの宮座は明治十五年(一八八三)までは十二
旧家十二戸で組織される株座であった。
これが後述するよう
座とよばれ、な諸事情から村方一般に開放され、
村座化したわけだが、
当初は座の権益
をめぐって座方と の聞 激しい葛藤があり、
一時は訴訟沙汰にまでエ
スカレlトした。
しかし結局は座方が崩して訴訟取下げ、
十二戸の半ばは
やがて他出して まい、
その後は完全な
村座となって今日に及んでいる。
株座から村座化への変容過程でこ ほど激しい対立葛藤が
あった例は珍ら
しく、
考察
に値
する事
例である。
た
だ今
回の
調査
ではあ
まり立入
った調
査
がで
き
ず、
また
今日
では
もう
詳細な
調査が
不可
能な事
柄も多
あ々っ
て、
残
念である。
いず
れにしろ、
この
北小
松は次に考
察する
高島
郡今津町
深清水
のような、
多少とも
株座的
な
形態をのこ
しなが
らス
ムー
ズに
村
座化
して
い
る場合ととも
に、
湖西の宮座を代表
する
型の一つと
して、
調査
できた事
柄
をひ
とまず整理
しておきた
い。
現存す
る
宮座関
係資料と
しては、
元禄
二年
(一
六八
九〉
につ
く
られたと
内書
きのあ
る帳
箱
(写真
A
23
参照
)
に
保管さ
れて
い
る寛
文元年
(一六
六
一〉
の
「江州滋賀郡比良本庄小松庄社
領並座
組図」
が最も
古い。
(写
真A④
参照
〉こ
の裏
面に
は応
永二年
(一
三九
五〉
の古
記録か
らとった
とい
う由来
に
もとづく
「祭
日義
式次第」
とい
う記
事が
あり、
この
神社と宮
座が
か
なり古
いも
のである
こと
が窺わ
れる。
またこ
の
神社の
現在の専属宮司、
伊藤晋氏
(六
十
一才)
に
よる
と、
樹下神社の社伝
では
、
寛喜
二年
(一
二一
ニO〉
つま
り
鎌倉時代初期
に、
伊豆伊東
から
伊
藤民部
守
祐治
が
こ
の地に移っ
たと
き
に建
立されたとさ
れて
いる
という
。そし
て同
じ帳
箱にある正
徳五年
(一
七一四
)
の社殿配
置絵図
は
、現在
の社
殿配置
とほとん
ど同
様である。
(写
真A
5参
照〉
北小
松は中
世に
は
比良
とよばれ
る荘
園に属
し、
叡山の勢力下
にあ
った
よ
うで
ある。
徳川期
は幕
府天領であ
ったが、
神社も
日吉十
禅時権
現と称し
、
神仏
混滑
のか
たちを
と
って
いた
よ
うで
、
いまで
も宮座年
中行事
の
一つ
であ
る八
月十
六日
の虫
干
しに
は、
室町中期
に佐
々木
成頼が
発願
し夢窓
国師
に命
じで
つく
らせ
たと伝
えられる
六
百巻の般若経の虫干し
が行われ
ている。
宮
座の状況
を具
体的
に
示す
古記録
とし
ては
寛
文四年
ハ
一六
六四
〉か
ら記載さ
れている「御宮諸受帳」が最も古く、
これには享保六年(一七一一一)まで
宮座の社会人類学的調査E
の
毎 年 の 収
支が
細かく
記録
されて
いる
。(写真
A
6
t9
参照
〉こ
こ
にみ
られ
る長
男成
〈オトナ
ナリ
〉
とは、
オト
ナす
なわ
ち宮
座長老衆
への
座入
りであ
るら
しく、
正月中
旬に行わ
れたようで
、
また長
者当人ば
んとは、
いわ
ゆる
当家
のことであ
ろう。
元禄期(
一 六 八 八 t
一七O一
二)に
行
持(
ギョ
ウ
ジ )
誰々 と
記さ
れて
い
るの
は、
(写
真A
9参
照
)次の寛
政期
(一
七八九
t一
八O
O〉
の 勘 定 帳
で年
行
事と記
されて
い
るの
と同
じ
で(
写真
AM参照)
、や
はり
年番
の当家の
ことで会
計記
録係を兼
ねて
いた
ので
はない
かと
思われ
る。
文
政期(
一
八一
八
t二九
〉
や安
政期
(一入
五
四J五
九)の
勘定帳
で
は、
これ
がた
だ
年番誰々
とい
う具
合にな
って
いる
。(
写真
A日ロ参
照)
現在
の 宮 司 職
伊藤晋氏
は伊
藤
民部の直系の家
柄だとい
われ、
おそ
らく代
々 世 襲
的に宮
司
をし
てき
たよ
うだ
から、
当家
の他
に年
番神主
を必
要と
しな
かったの
であ
ろ
ぅ。
しかし
、
この
伊
藤
民部
家にと
くに傑
出し
た
特権的地
位が
あっ
た
ように
は見うけ
られ
ない。
とこ
ろで
、
先述の旧宮座十
二家
のう
ちで
明治
十五年
当
時の氏名
(家号
〉
がは
っきり
つか
み得
た
のは次の七
家で、
のこ
りの
五家
は
没落他
出して
しま
い不
詳で
ある。
伊藤民部
(現当
主は晋
)
伊藤
吉兵衛
伊藤斉
兵衛(
音吉〉
川端彦
兵衛
(彦
三郎〉
藤野茂エ門勝田
善 蔵 ( 善 蔵
)
勝見
善助(武次)
宮座の社会人類学的調査E
伊藤吉兵衛
と同
じく
斉
兵衛はと
もに
民部家の
分家
であるが、
吉兵
衛の方
は今は廃
絶、
また
藤野茂
ヱ門も絶
えてし
ま
って
いる
から、
現存
するのは
わ
ずか
に五
家
にすぎない。
かつて
は
十二躍
と一試われ
た座
方 の
旧家
十二
家の面
影は
今や全
くない、
と云
っ
ても
過 言
で
はなか
ろう。
旧十
二座
の内
容を
よく
判る
ためには
、
前記し
た古
記録
・文
書と
口承
と
の対照分析
をで
き
る限
りじ
っく
りすれば
よい
の
だが、
現在の
私に
は
そ
の能
力も余俗
もない
。
そし
て
この作業
に
は、
前述した
如く、
今 と
なって
はも
う不
可
能な事
川も
少くない
。
それ
より
も
当面
は、
どんな経
緋から
株
座であ
った
十
二応が
正壊
して、
どの
よう
なかた
ちの
村
座にな
っ
たのか、
とい
う問題
の方が
私に
は重
要な
問題であ
る。
何故
なら、
そ
こに宮
座制
を考
える
上で
何ら
かの
示唆
をも
たら
すと思
われる
、
変容過程の実
態が事
例と
して
みられると思うから
であ
る。
さて
、
昭和
八年
(一
九三
三)
に旧
小松
村が
村史編纂
を企
画
したが、
これ
は諸
種の事情
から
完成せず
、
ただ
「村史作
成準備資
料」
という
一蹴 り の 書
類だけ
がの
こされている
。
明治
十五年
(一
八
八二
)
の株座
日十
二
屈の廃止
前
後の
村内事情を資
い知
るのに貴
重な
資料な
ので、
これ
によ
って
少しく考
察し
てみよう。
まず
明治九年
(一
八七
六)
のと
ころ
をみると、
次の如くで
ある。
六月
より
一附なし、
非常
に早
魁にして淀
川
崎に
七日
間、
大耐乞をなす。
九月、
地租御
改正の
費用勘
定
に当
り、
村方困
難を極め、
此
時、
共有財産
を売
却し、
其余
は地
価に割当て、
各之
より
支出
し勘定済
となりたり
。
売
立物は左
の如し。
問屋場
宅地建物共
に売
立
四
天領大
名の
惣蔵弐個建物
売 立
村中持の
一名柴師団売立
惣山林大
鼓山若連中
山売
立
燈龍
場則
ち踊る所
一ケ
所売友
省、
諸財産売勘定
とな
る
ここ
に記されてい
るよ
うに、
早魅不
作
に加
うる
に、
地租改
正に
よ
る課
税
令納 に
間窮し
た村
方が
共有財産
を
売却し
て何
とか切
りぬけ
たのだ
が、
右の
うち
惣山林大
故山は約
二十
町あ
って
、
当時
は十二座
の管理す る と
ころであ
った
よ
うだ。
これ
を裏
付け
る
記録資料が、
明治
二年
(一
八六九)
から
明治
十四年
(一
八
人一
)
まで
記載
のあ
る
「御宮諸勘
定出帳
」に
具体
的に
ない
の
で確
言でき
ない
が
、
前記の
伊藤正日
氏に
よ
ると
、
この大鼓山
山林の
処分問題
が村
方と座方の
対立のそも
そもの発
端だ
っ
たと祖母
から
聞
いていると
い
ぅ。
神社の祭礼それ自
体は、
早くか
ら
(徳川
期に
おいて)
村 方
に開
放され
ていたに
しても
、
神社
の財産経営や究極 的
な祭
儀
運営権は
座方、が握
って
い
た と
みられる
。
この点
で
大政山
山林の売
立
につ
いて
は、
管理 権
をめ
ぐっ
て
双 方
に
重大
なズ
レ、
があ
った
ので
はなかろ
うか。
他方、
座方
に対
して村
方、
と く
にそ
のリー
ダー格であ
る人
、々
がこ
の頃
か
ら実力
を仲長
し、
座方
に対
抗
しう
るよ
う
にな
っ
てきた
もの
と思わ
れる。
当時
の 北
小松
の戸長
(村長〉
万
木伝兵術、
副一戸 長 木 原
喜六、
及び
四ケ
町の世話方
||北小松
は
当時
は南か
ら順に辻
町
・中
在路町
・北
出町
・上出町
に
分れ
てお
り 、 現
在は
中在路と北
出の
聞に北
仲町が入
って
五
町内とな
っ
ているーーで
ある
松井源
兵衛、
松井
武右エ
円、
ブWAL44\AL、一了寸
、
?J戸|一;;一一パvxq/~riノノρ干
いずれ
もか
かる村
方の
リ
藤野市右
エ門の諸氏
は、
ーダ
l格
と目
されるが
、十
二座
とは無
関
係である。
こ
れら
の氏名
は
前記の
「村史作成
準備資
料」
に散
見される。
さらに、
村史作
成準備資料
」
の 記 事 の
うち
重要な
ものを抄
記すると
次の
よ
うにな
って
いる
。
明治十年、
九月、
此時船改
めあり、
船税定
めら
れたり
、
此時
大小
船を合
せ四十八
艇あ
り。
明治
十一年
、一
一月、
氏神
玉垣新調
。三
月、
紗網沖曳網
その他、
漁業具
に
税金
を賦課せら
れ鑑
札を下
附
せら
れたり
。
明治十
三年
、
五月
、
大髪神
社
(樹下神社境内の末社;::筆者)
改築、
此
時上
屋根
掛け。
明治
十四年
、
十月、
二
ヶ月
間 の 勘 定
を月勘定とし、
毎月勘
定町
世話方之
を取立
てる
事
。(こ
こに
前
記の
四
町内
の
世話方氏
名の記
載が
ある)
この
ように、
村へ
の
課税
負担が
次第
に重
くなったので
、各
町内
したがっ
て各
戸
への荷
重も増し
、
それ
への
対策が
村方
(村当局
)とし
て緊
急の重要
事とな
っ
たこ
と
が窺える
。そ
して、
かかる
際に
は神
社改築ど
ころ
の話
では
なかろ
うか
ら、
座方との
対立
はま
す
ます深ま
ったも
のと
思われる。
明治十
四年
九月の「御
宮様上茸
記載
簿」
は、
この
間の事
情を物語
る資
料である。
(写真
AU
tM
参照):
:
:こ
れは前
記の
明治
十三年五月
、
大暴神社改築及び
社殿
の上
屋根
掛けの会
計記
載簿と
して翌
年に書かれたも
のと
みら
れる
。こ
の上
茸
修復作業 に
は若連中
八
十人が足場
掛と
して手
伝う
こと
が要
請さ
れ
、
その
手間賃
も経
費と
して含ま
れて
いたよ
うだが、
とに
かく
計百
二
十七
円七
十五
銭入厘の経
費を
要し
たと
されて
いる
。
そしてこ
の財源
調達
に当
っ
て、
座方として
は宮
間 の
山林売立
をもくろ
んだ
が
、思
うよ
うには
かどら
ず結局
、
宮 座
の社会人
類学的調
査H
村方
に相
談し
て百五十
円で
買いと
って
もらう
かたちで
話が
つい
たが、
村方
とて
凶 窮 の
折からかかる
余分な
金の工
面はつかず、
最後
に各
戸別の
地価割
負 担
で
右の総費
用を
まか
なって勘
定をすませた
ようであ
る。
かくて、
前記
のような
諸事情
を背
景と
する中で、
この
明治十
一二、t
四年
の座方
によ
る神
社
改築及 び 屋 根 替 の 強
行が、
座方に対す
る村方一 般 の つ
よい
反感を表面化さ
せ、
両者の
対立が
一層激
化し
た
のであろう
。
その
結果、
明治
十五年
(一
八
八 二
〉に
は遂
に、
宮座十
二座
の廃
止と
いう
事
態にたち
至る
わ
けである。
「村
史作
成準備資
料」
の明治十
五年
の
とこ
ろには
、
次の
ように
記
されて
いる
。
三月、
古来
よ
り宮
係
り十二
座を廃L、
長者
宮
係りを置
き、
宵世話役、
当
番町
は神
前に何い、
各町の
名
義に
て支
配する
ものな
り。
四月、
例奈
は四
ケ町
の若中
より出て、
即ち
一村の祭と改
め、
御輿御旅所
へ御渡り
なり。
符世話役
松井武右エ
門。
五月より
、
LH座十二
座を廃しせる
につ
き、
村方と訴
訟起
り大津
裁判所及
び大
阪控訴
院に
て満二
ヶ年に渡る争ひあ
りた
り。
(註第
四章
第二節
参照)
六月
、
北小松
へ汽
船湖
水丸、
朝夕寄港す。
この
記
事に
あ
る註
第四章
第
二
節参
照の字句
は、
「村
史作
成準備
資料」
に該
当個
所、が見
当ら
ぬため
、
如何
な
る
内容
の註
記であ
ったのか
(また、
その
予
定であ
ったのか)
、
残念
ながら
知る
こと
がで
き
ない。
いず
れに
しても
、
十二
座の
廃止を村
方側から
おし
つ
けら
れた
こと
を不
服とし
た座
方
が、
事の決着
を法
廷で争お
うと
した
ようであ
る。
なお、
株座
た
る十
二座に
かわ
って、
神
社の物的
権
益や
祭儀
様を各町内が
当番
制でも
つ
よう
にした
こと
(当番町)
7丘
宮座
の社会人
類学的調
査E
は、
結局
は村
方へ
の開
放の
一形態
で
あっ
て、
村座化
がこう
したかたちでな
された
の
は興味
深い
ことである。
それは北
小
松の
地域組織
に対
応する、
実際
的な
変容移行
過程
であるとと
もに、
各町内
の均
衡・
平等
を意
識的
に
しろ
無
意 識 的
に
しろ
、意図
し
ており
、
宮座
制にお
け
る当
家の原埋にも
かな
って
いる
わけ
だ。
そし
て、
この
時の新
宮世話
役に
は、
先出
の村
方の
リー
ダー
の
一人
で
ある
仲
在路町
世話
方
の松
井
武右
エ門がな
って
いる
から
、
仲在路町が新方式最
初の当
番町
だった
のであ
(1) 
ろう
。
なお、
明
治十四年
の
「御宮
様上茸
記
載簿」
にみ
える御
宮様長者
四名
の
速記
は、
当時
の四
町内をそ
れぞれ代表
する宮座
筋
(十
二座に
つな
がる家
系・家柄)
のも
の
だったのかもし
れな
い。
十二座に
属す
る伊
藤吉
兵衛が
入
って
いるこ
と、
四名と
い
う人
数な
どか
ら、
その
ように推
測もで
きる。
(写真
A日
参照)
また
、
次頁
(写真
A
M参
照
〉の
おとな
座川
端彦
兵衛
は、
おそら
く十
二座の
最
長老と
し
てオトナ
(長
老衆ハ長
老階
梯〉
を代表す
る格式
で記
名され
、
中老頭福島与
一郎
は
中老
階梯
の代表格
だった
のであ
ろう。
一長者年
番勝田
助右衛
門は、
十二座のうち
の年
番
(当家)
だった
の
では
な
かろ
うか
。
いずれに
しろ
、
このときま
では
、
十二座にお
ける株
座形態
・年令
階梯
的組
( 2 ) 
織・年
番当家制があ
った
ものと
一応
、
解釈
できる
ので
はな
いかと
思う。
と
ころ
で、
「村史作成準備
資料」
の明
治十六年
の個
所に
は、
次の如く記
されて
、}
〉O
】V
ヤ 44明治十
六年
、
六月
、
宮係り
は
一村が争論
の費用
を村中出金
に閃
り、
宮山
立毛宮
馬場古木
及立杉
山地所、
御輿山地
所そ
の他
用地数ケ所、
併せ
て山
道の
沢
、
ふけの頭
、
その上
、
私有
山の
堺の立
木ま
で売
払い
後、
残り金は
ム
ノ\
各町
に分
割し出
金
の上
、
落着す。
この
記
事に
ある宮
山は約二
十町、
御輿山
は
十五町
であ
り、
その
他
用地数
ケ所
は具体
的に
烏帽子山〈
二町
γ長成山
〈オ
ト
ナナ
リヤ
マ数町〉・
門松山
(二町
)
であ
って、
いず
れも
宮座
儀礼
11烏帽着
(成人式
〉
やオ
トナ
入
り及
び年
頭儀
礼など
ーーに
結び
つい
た官
附の財
産
とされてきた
もの
で、
現在
で
もこの名
で呼
ば
れて
いる
。
かくて
当時、
つい
先頃
ま
で、
十二践
の座方が
管
理運
営し
てきた、
こう
したも
のを、
村方が訴
訟費用の
調
達に使
って
いる
わ
けであ
る。
それ
でも足
りず
に各
町で
分割出
金し
て何とか工
面したという
の
は、
この
訴訟
が二
ヶ年に
も沙
るも
ので相
当経
費が
かか
った
こと
を物
語っ
て
いる
。
した
がって、
座方の台所
はより
一層
苦し
か っ
たに違いない。
費用が
かさんだ
のは、
汽船
で大
津や大
阪に出
たとい
う事
情
もあったよ
うだ。
いず
れにしろ
、
双方が
法廷
で
の決
着が
こ
れ以上永
びく
のに疲
れはて
、結
局、
訴訟取下げ
に立
至ったも
のと思わ
れる。
もち
ろん
、
傷手
は座方が
、ずっ
と大き
く、
これ
がために
村
八分に
なっ
て約半数が
他
出した
り絶家
してしま
ったわ
けだ。
二
ヶ年に
も
渉る村を
二分
し
ての
座方
・村方の争
いは
、
さぞす
さまじ
かった
こと
であ
ろう。
明
治
二年
(一
六 八
九)
から
記帳
されて
いる
「御宵諸
勘定住帳」
(写
真A
日
却参
照)
も明治
十四
年を最後
に、
白紙
六頁
を残
して
筆を
絶たれ
、明治十五
・
六年
が欠
落し
ている
。(写
真A
22参
照)
そして明
治十七
年に
改め
て新
規に
「氏神年々
諸費認帳」
とし
て記
録
がはじ
められて
いる
。(写
真A
nt
お参
照)
これ
が明
治二十
八年
(一
八九
五)
までで
、
明治
二十
九年
から
の
「村社経
費
支払簿」
に続
く
わけだが、
これ
は書式もずっ
とす
っきり
し、
もう
この
頃に
なる
と当番町方式
の村
座的
な神
事運営もす
っかり
板に
つ
いた
感じ
であ
る。
(写真
A
m
t
m参照〉
かくて、
明治中期
以降は当番町
(長
者町)方式の村座
によ
る神
事運営と
なり、
これ
が現
在
に及ん
でい
るわけであ
る。
宮座
神
事の具
体的な内容が株
座の十二座のと
きと
どの
ように変
容し
て
いる
かに
つい
ては
、
詳しくは不明
だが、
本質
的に
は大きな違
いは
ない
にしても
、
かなり
相違する点もあ の
では
なかろ
うか。
これに
つい
て
は
立
入っ
た調査
がで
きて
いない。
なお、
参
(3)、(4)
考ま
でに
、
現行
の
「長者
町年中
行事表」
を注
に掲
げて
おく。
j主
(1)
現 在 は 旧 道 に 沿 っ
て前
述の如く、
南から順に辻町
・中
在路町
・北
仲
町・北
出町
・上出
向 の
五
町
内に
分れ
てお
り、
こ の 順 序 で 年 侍 に 当 番 町 が ま わ る か ら
五年
に一度
ず つ 祭 儀 の 役 割 を 各 町 内 が 責任をもっ
て果
すわけだ。そし
て当
番
町 が そ の 年 の 長者
(当家のこと〉
を出すので、
長者町ともよんでいる。長者
はその当
番
町
で 寄 合 っ
て
富裕な家を選出するが、
で き る だ け 特 定 の 家 々
にか
た よ ら ぬ よ う に 話 合 い で 決 め る 。
ハ2)
志賀町
木戸
(旧木
戸村)
の樹下神社の宮座には、
現在でも大老
・中
老の年
令 階 梯的組織がのこっ
てお
り大老
(諸
人
iモロトともよぷ〉
の 祭 儀 に お け る
権限がつょいという。また同じく志賀町
和週
( 旧
和遡村)
の小野神社の宮座
には宮十人衆が昭和
初年まであっ
て、
乙の十
人衆
の寄合では、
そ の 寄 合 の 席
となった山本の家族はすべ
て外
へ出さ
れた
の だ と い う 。
十人
衆での年長序列も
厳しく、
その末…席者は発言権も少なかったそうである。この長老階梯たる十
人衆は宮座神事
での権限のみならず、
少くと
も大正
期までは、
和遁の世俗的
な政治経済面にもかなりの影響力
を も っ
て
いたようである。その一つの現れ
とし
て、
四ツ
切の和紙に神酒料と
書いた一種の部落切手を、
乙の十
人衆が出
す権限をもち、
これ
で酒肴などが買えたそうである。
十人
衆という言葉を耳
にしただけで顔色を変えるほどだったという。
以上は
、
若 い 頃 、
小野
神社宮
司 を 兼 務 し
てい
た、
北小松樹下神社の現宮司伊
藤 晋 氏 が 当 時 、
実際に見聞し
官座の社
会人類
学的調
査H
たことだという。
(3〉
長者町年中
行事表
(昭和三十二年度)
一月十四
日
左義長作り焚 物 作 り祈年祭餅拐さ祈年祭米か
し
宮掃除御 輿 被 い長者大被い餅掲き宵宮祭宵宮落し長者三役盃堅め式献幣 祭道検分上り馬場手打ち泥落祭金比羅
祭
二十日角力祭虫干
し
秋 祭 、
祭 餅 掲 き
秋祭
(新嘗祭〉
元日一祭餅揚き御鏡餅神社
へ持
参
」じ1士耳、-yf一タλ
一 一
月十六日
十七日
四月
十二日十三日
十
四
日
十五日
七月
一日十日
二十日
八月
十六日
十一月二十二日
二十
三日
十二月
三
十日
三十
一日
一月一日
以上
(4)
樹下神社では最近、
社務所の
改築を行い極め
て立
派なものが完工した。こ
れにはデラックスな結婚式場も含
まれ、
時代の変化に対応し
よ う と の 姿 勢 が
七
宮座の
社会人類
学的調
査E
みられるが、
これ
らの経費
は神社所有
(形式的にはムラ所有)
の山林の一部
先立
に よ っ
てま
かな
われた
。
乙れ
は神社経営の
新らしい一つの方式であると
ともに、
完全に村座化した
宮 座 が 今日の村
〈部落)
民(
氏子H座員〉の要求
に見
合 う べ く 、
行ったことだと思
わ
れる。
2. 
高島郡今津
町深清水
今津町深清
水は
旧川上
村深清
水
で、
今津の街中
から
パス
で十
数分、
北隣
りの
マキ
ノ町
境にある。
先
の北小
松か
らは北
へ約
二十
粁ほ
どであ
る。
南
深
清水
六十
五
戸
、北
深清
水五
十三戸に
分れ
(計一
一八
戸)
、
その
境に
日吉
神社
(旧
村社、
祭神大
山咋命)
があり、
専属宮
司
と
して
森田
光則氏(
六
十六
才〉
がおら
れる。
(写
真B1
13
参照
)
同氏は
今津町中
浜の住吉
神社
宮司
を兼
務し
て
おり
、
ふだん
はそち
らに
い
る、
が、
深清水の人
なの
で
、本
来は
むしろ
ここ
に常
住
すべ
き方
であ
って、
また
同家は宮
座 の
一員
でもある。
南と北で
は、
南の
方が
より
古い
らし
いが
確証は
ない。
延一
早 期 〈
一七
四四
t四七
)
の
宮座文
書に
南北
の別
が
記され
、文政
三年
(一
八二
O)
の文書
(「
祝言直料年
両深清水村
諸頭中
となって
いる
。
この
南北は
代記帳
」 、
後述)
の表紙
は、
宮座
の直会
では
相対
し、
そ
れ
ぞれ
年長
順に着
座す
る(
双分
的組織)
。
宮座
は
現在、
南北
がそれぞれ五株
ずつ計
十株
の株
(株内、
株仲間〉
によ
って構
成
されて
い
るが、
明治初年ま
では
七
株であ
った。
これ
が明
治中期ま
でに
十
株に増
えた
ようで、
明治
二年
(一
八六
九)
の
「祝言直
料年代記
帳」
の表
紙に
は、
深清水村
七株
中と記され
、
明治
二
十年
(一
八
八七
)
の
「祝言
直料年代
記帳」
の表
紙で
は拾
株中
とな
って
いる
。
この
間の事
情に
つい
ては
後述
するが、
いず
れに
しろ
戸数増
大に
よる
株
内の膨脹及び
その延長
として
の株数
の増加
が、
この
期間
にあ
った
わけ
である
。
八
このよう
に、
かたちと
しては
一応
、
株座的形態を
とっ
て
はいる
が、
実態
は
むし
ろ古
くから
村座
の
ようで、
明治
初t
中期の拡張
も村
座とし
ての
それ
で、
株座
か
らの村座化
と云う
のは
当ら
ない
ように
思われ
る。
だから
前節
で、
私が
こ
の深清
水の場合を
P多少
とも株
座
的な形態をの
こし
な
やから
ス
ムーズ
に村座
化し
ている
グ
と記し
たのは不正徳
かも
しれな
い。
ただ見
方に
よって
は
、
この
株数増
加のプ
ロセ
スに、
そう
した
事態がく
みと
れる
と思えた
ので
、
あの
よ
うに
述べ
た
わけ
であ
る。
つま
り、
完全な村座な
らば、
何も
サプ
グル
ープ
とし
ての
株を
つく
る必
要はな
いわ
けであ
り、
それが明
治以前
からあ
っ
たと
みら
れ且、
明治以後
の
戸数増加
によ
っ
て規
模が
拡
大しても
、
形と
して
紘持
さ
れたまま
今日
に及
んでいる
のは、
そこ
に多
少と
も株
盛
的形態を
一応
みと
め
ること
もできる
ように思
った
からであ
る。
この
点で
、
先に
挙 げ た
文
政三年
の
「年代記」
の表
紙で
は
m諸頭
中
グ
と記さ
れ、
明治二
年と
二
十年の
「年代記」
には
P七
株中p
及び
H拾株中M
と表
記され
ているのは
、何か意
味
がある
ようにも
思
える。
前者
で
は株
組織が
なか
っ
た(未発
達だ
った)
のか
もしれな
いが
、
株よ
りも諸頭
(モ
ロト
、
三十
才
の冠頭儀礼
後述
がす
ん
だ
、
いわ
ば中
年階悌以上
の
もの〉
の結合、
が全 体とし
てつよ
かっ
たので、
この
ような
表記
に
なった
のではあ
るまい
か 。
それが幕
末か
ら明治
にかけて
、諸
一頭の中の若干の家筋ご
との
サブ
グループ
とし
ての株の紐帯の方
が強
まっ
た
ので
はな
いだ
ろう
か。
つま
り、
徳川
期に
おいては
、
若干の家
筋に
よる官
座
(諸頭)
の組
織運営で
あった
と
して
も、
官座
に加
わら
ぬ
イエ
の数
はわ
づか
で
あっ
て、
実態
は村座
に近か
った
のが
、
幕末
から
明治初期
におい
て移
住
戸が
増え、
こ
れらが村
入し
て各
々の家筋に付
くこ
とに
よっ
て、
次第に
株が
形成
除、ご
1U
拘-、
三にみAT
とみ
ては
どう
だ
ろうか。
そう
だとすれ
ば、
サブグルー
プと
して
の
株は、
むしろ
明治以降
に
前面
に出てきた
のであ
って
、そ
の組織
化も、
戸数
増加と
い
う事態
に即
して株
数増
加と
いうかたちで
、
明治中
期ま
でに
活
滋に
す
めら
れた
、
グ多少
と
も株
座的
な
形態をの
こし
なが
というこ
とに
なる。
らス
ム
ーズ
に
村座化
し
ている
H
と述
べ
たのは、
このよう
な事態
の推移
を考
えて云
ったわ
けで
ある。
しか
しなが
ら、
後述
する
ように
、
この深清水に お
ける株
組織
は、
いわ
ゆる株
座に
おける如
く、
特権的
・ 排 他 的
ではな
いよ
う
だから、
こう
した
云い
方
は、
やはり
誤解を招
きやす
かろ
う。
だか
らこ
こで
は、
古くか
ら村
座で
明治初
1中期の拡張も村
座
とし
ての
そ
れだと
一応
、
して
おく
。
ところで
、
株組織の実態及び
右の株数増加過程
につい
て
考察し
な
くてはなら
ない
が、
その前
に、
深清水
の官座
での通過
儀礼的地位
(号E]
出 片 山 宮 印
)に
関
して触
れてお
こう
。
深清
水の宮座儀礼
では
、
次の
ような五
段階
の年令階
梯
的な
通過
儀
礼が重
要で
あり、
したが
って
それ
ぞれの
儀礼的
地位が重
要な意
味を
もって
いる
。
① 
夏居
@ 
烏帽子着
@ 
祝言直し
④ 
冠
頭
@ 
役
01 
夏
居(ナ
ツイ)
は 六
月二十八日に
、す
でに
初
官詣
のすん
だ
男の乳児の
た
めに
、
神前
に白米
を
献供し
て健全な
発育
成
長
を祈
願する儀
礼であるが、
献
官庄の社会人類学的調査E
米は長
男の場合
に六
介、
次男
以下
では
三
升とされ
ていた。
八升
と
五升
であ
った
こ
ともある
という
が、
第二次
大戦
中か
ら戦
後に余
納に
か
わり、
現在
は
長次三
男の区別
なく
一律
に一
一一O
O円である。
長男
と次
三男
が区
別さ
れた
の
は、
やは
り長男
はや
が て
イ且を継
いで家
長と
して正式
の座員
(諸
頭)
と
な
るもの
と見な
され
たから
であ
る。
なお、
昭和二十三年 (
一九四八)
の 農 地
改革
ま
では
、
夏居
田
(約三
政)
があ
って、
その
小作料
、 が
こ の
儀礼の諸費用
にあてら
れて
いた
。
(写
真B4t
m参照〉こ
の夏
居は、
いわ
ば出生
時
にお
け
る官
座へ
の登
録であ
って、
将来、
古座の座
員と
して組
織に
参加し、
年
令階(1) 
悌的
に位
置づ
けられる
ため
の
最初
の段階
としての意
味をも
つわ
けである。
この
夏居 の
次に
、
一二才の男児
に対
して
、
「さけ
かき
」
と称す
る
年頭行事が
あ
る。
両親ととも
に礼
装し、
早朝、
社前
で成
長を
机いけ比一
、
その年の山川一作
を祈
るのだが、
これ
は通過
儀礼
と
しての
一応の意味は
あっ
ても
、
さほ
ど重要な
儀礼的地位
ではな
い。
重要
なのは
①@④
の一
連の通過
儀礼
だ
が、
この
うち
@と④
は一
対の
組合
せに
なっ
ており
、
③はそれ自体で独立し
た形
をと
って
いる
。
」れ
は
①山一河川明
子着が
十五才で、
いわ
ばそ
④冠頭が
三十
才で
行われ
、
れぞ
れ若衆入
り
・中
老人り
(青年階悌
・中年階同
への移入
)の意味を
も
っ
からで
ある
のに対し、
@祝ニコ
口直
しは
、
云うま
で
もな
く、
結婚
して名
実とも
に既婚成
人男
子
として
一人
前にな
った
こと
を意味づけ
る通
過儀
礼だ
から
で
あろう
。
⑥役
引は、
すべ
ての
神事儀礼
を無
事
終了
して、
めで
たく
引 退
す
るも
ので、
これ
によ
っ
て家
長1
正
式座員
(諸頭
)とし
て
の地位を
長男
に説
り、
株
での
地位
(株内の最年長
者で
株
代iカ
ブ
ダイ!と
いう
〉も
次
の者
に紋
受さ
せる
最終的な儀礼
的地
位であ
る。
ただし、
役引
し
ても、
長男が机
言直
しを
了え
、
ブL
宮座
の社会人類
学的調査E
冠頭
をすま
せ、
次の
家長(
戸主
)と
して然る
べ
き資
格をも
つに
至っ
ていな
けれ
ば、
株内
には
、
やは
り
家長
とし
て居
残る。
この
場合
は宮座
から
一応
、
引退
した
のだ
から
、
準座員(
顧問
)的資格
になるわ
けだ。
した
が
って
、
株
代は必
ずしも
、
その
株内
での
最年長
者であると
は限らな
い。
烏帽子・冠頭
・祝
言直
しは、
春 秋
の年二回
行われる。
(現在
は概
ね四
月
十二
日
の一
回
、
かつて
は
十一
月上J中
旬にも
行わ
れた
)
この
ときも
先の夏
居
のよ
うに献米
納金が
なされ
るが、
烏帽子・出頭
では
長
男と次三
男
の額高
での
差別
は
なく、
祝言直
し
ではイ
エ
によ
っ
て若
干の違
いが
ある
ーーー
冠頭が
すめば
、ステ
イ
タス
の上
では
諸頭で
あるが、
家を継
いで
家長
に
なるまでは
、
宮座で
の実質
的な権
限は低く、
株内
で
も諸頭
とし
て列座できな
い。
つま
り
準座員的
な扱
いで、
こと
に次三男で
はそ
うで
ある。
祝言
直しの
場合
は、
家
柄や
富裕度が
影響す
る
ものと
思わ
れ
る。
烏帽子
と冠
頭と
では
、
後者が前者
の半
額と
いう
の
がきまり
であ
ったようだが||
明治四十
一年三
九O
八
)
の「
烏帽子冠頭年代簿」の冒
頭に、
従来
それぞれ五
十銭
・二
十五銭
だ
った
のを
一円・
五十
銭に
改正
の記事が
ある||
現在
は、
何れ
も三
百円である。
( 写
真B
HIロ参照)
なお、
現在は祝
言
直しも
一律の
三
百円
で、
しか
もこれ
は未
既
婚に
か
かわら
ず二
十五才
で行
わ
れるように変
っ
たの
で、
本来の意味
と大分ズ
レた
わ
けだ。
また役
引料
は
現在、
千円とな
って
いる。
そし
て、
役
引に際し
では
、
社務所
から
8氏子諸神事終了記念p
の朱塗
りの祝盃
が贈ら
れる。
(写
真Bnn参
照 ) ・
:・祝言直
し及び役
引に
つい
ては
、
まだ
後述
。
ところで
、
ここで株
の組織
を考
察し
てみ
よう
。
先述
のよ
うに南
北各
五株
ず
っ、
計十株
ある
が、
各株
での
最年長
者を株
代(
カブ
ダイ)と
称し
て、
そ
。
の株の代
表
者と
している
!ーー
先述の
如く実
際に
は、
必ず
し
も最年長者
とは
限ら
ぬ。
株代
は株
員から
親と
よばれ、
した
がって
他
の株員
は子であ
る
。
こ
のオ
ヤ
コの
呼称
は、
単に
呼称関
係に
とど
まら
ず、
むかし
は冠
婚葬
祭をは
じ
め日
常生活
一般
におい
ても
形式的
なオヤ
コ
とし
て、
いわ
ゆる擬
制的
親子関
係と
よんでよい
ような
一面をも
って
いた
らし
い。
これ
につい
ては
十
分な調
査が
してな
いので、
それ
がど
の程度
のもの
で、
どれぐら
い制
度化されてい
たのか確
言できな
いが
、
とに
かく宮座以外
の
場でも
、
ある
程度の機能
をも
って
い
たと
みられる。
これ
が本
来、
ここ
の官
座組
織と不可
分の
ものだ
った
のか、
それ
とも別だ
っ
たの
が次
第
に結
び
つい
た
のか
は、
現在
の
調査段階
で
は、
先述
したと
こ
ろからも、
判断が難
か
しい。
各株
では
、
株代
を最
年長
と
して
株員
の聞の年
長序
列
( 着
座順)
がは
っき
りし
ている
。
株員
は
もちろん、
すべ
て一
家を
正式に代
表する家長(
戸主
〉で
あって
、
前記
の烏帽
子着・祝
言直し・冠頭が
すん
だも
の(
諸頭
〉 、
とい
うのが
原則
である。
した
が
って
、
株は
一一種 の 家 (
家長)
連合
である。
各株が
この
よう
な組織
をも
って
いて
も
、
株内
で講
をもち、
株内だ
けで儀礼
を行
うとい
うよう
なこ
とはとく
に
ないか
ら、
そこ
での
輪(
年〉
呑当家の
よう
な制
度はな
いーーただ、
株代
を
株内の
当家と
みる
こと
も
一応できる。
この
占山
は、
よくみ
られる
一般の
株講(
株仲間・株
内〉
と異
る
点である。
南北各
五
株の問、
及び計
十株
の間
での
格の
上下と
か序
列は全
くな
い(
南北
の双
分の間
も同
格)
。そ
して
、各株を代表す
る
株代
( 南 北
五名
、 ず
つ)
十名
は、
いわ
ば長老
衆である。
この
十名のう
ち、
南北各
一名
ずつの
最年
長者二名
を
老司
(ロ
ウジ
)と称し
て、
これ
が十株を
支配
し、
結局宮
盛を代表す
るも
の
であ
る||l
前
述の如く森田
光則
氏が
専職
宮
司とし
ておる
ので、
年番神主
は
ない。
また、
全宮座
のい
わゆ
る年
番当家も、
後述
の
か川上祭
グ
への
当
役出
仕(
年長順
で数
名)
というか
たち
で存
在す
るだ
け
であ
る。
これ
らの点
は、
他の
一般の
宮座と大分
ちがう。
前述
のよ
うに、
各株
代は
それぞれ
の株
内に
おけ
るい
わば年
番当
家で
あり、
そし
て老
司が
全宮座
のそ
れにあた
る、
とみ
てもよ
い
であ
ろう。
二名の老
司制
は、
南北に
分
れて
いる
深清水
の地
域的二
分の
上に成
立した
双
分的組織
と
みて
よかろ
う。
この
老司
は
明治
四十二年
(一九
O一)
から
区長老
司
(区長
、
つま
り
部落
長が老
司に
なる)
に改めら
れ
たが、
やはり南北
一名
ずつ
計二
名であ
って
(南
北の
二区
)、
この
形
式は第二
次大戦中
ま
で
つづき
、
戦後
の
氏子
総代
制にな
っ
ても
、
やは
り南
北
一名
ずつ
の二
名であ
る。
要す
るに
年令階梯H長
老制が貫
徹さ
れた老司
は明
治
末期
ま
でだ
が、
双分
的形
態は
現在も
変っ
てい
ない。
なお、
諸頭
H株及び株代
の組
織は現
在も
整っ
てい
、
そこ
で
は年
長序列が厳
しく
守ら
れて
いる
||年令
表に
し
て示すと、
次の
通り。
が接近
し
てい
るの
で着
座順
は生
年
月日順に
よる。
昭和四
十六年度
の株
代を
氏
名
生年月
日
) 41 ( 
曽根長次郎
大-
9・
9・
日
(2) 
棟方
Lヘ 、・n
u-
- i
・4
浩
一ノ
ーi
寸i
6444
四
郎
(3) 
森下
七
」\ ・
1よ'
nu'
つd
一ノ
ーょ1iq品
(4) 
藤木
�7J� 蔵
大
・ロ
・3
・2
(5) 
沢
1\金
大・
ロ・
8・
M
(6) 
藤原
一一
一郎
大-
n・7
・ 2
(7) 
清水
友茂
大-
M・
9
・2
(8) 
藤
原
大・日
・
1・
8
喜官 座
の社会人
類学的調
査E
株
南・
森
下株
北・
藤原C
株
南・岡
本株
南・
藤
木株
北・藤
原
A 株
北・
藤原B株
北・清
水株
北・森
田株
(9) 
J目
水
豊
大・日
・3
・9
南・畿
内株
(10) 
藤
原
大・
日・日
正
南・桂
田株
これ
でみ
ると、
株代
の年
令は五十
t四十五才で、
長老衆
とし
ては
年
令、が
大分
低い
ように
思わ
れる。
むかし
はも
う少し年
令が
高か
った
と云
うが、
他
の
一般
の宮
座に
おけ
る長老階
柿に
較べ
て、
少くと
も十才は
低いll
注
(3
)
(日)及び
で触
れた
ように、
役引が
五十
六t六十
才で
なさ
れると
すれば、
株代の
年令幅も
六十
t五
十五才
となり、
この
ような指
摘はお
のずから
消え
る。
こ
のこ
と
はどの
ように解
釈
すべ
きこと
なのか
。
一つ
には
、
役引
に
まつ
わる
諸
慣行
に由
来す
る点が
あ
るの
では
なかろ
うか。
役引、
すなわ
ち宮座
(株代目
長老
衆)
から
の引
退は、
川上
祭で
の諸
役を無事め
でたく終え
てなされ
る。
川上
祭と
いうの
は 、
旧川上村〈川上郷〉
一円
の盛
大な春
祭で
(四
月中
旬)
、
川上郷
の諸
部落が
さまざまな
諸役
を当
番
制で受
持
っ
て催さ
れる。
川上郷
は
前節
の北
小松
一帯
に較べ
ると、
湖西
では
平
野部
に恵
まれて
おり
、
この
川
上
祭もそう
した
好環
境に発
達し
た壮
大な祭
典と云えよう
。
明治
末期
の「
祭礼
行事記」
(大
正十五
日
一九
二
六年に筆
写さ
れ
たもの)
によ
ると
、南北
の両
深
清水
は南
隣の桂
、
その
南の北
仰と
ともに北
組に
所属する。
この
北組
の西
方
には
、
西組
に
所属
する消波
・平
ケ
崎・伊
井・
三谷の諸
部落が
あり、
さらに
西組
の
南方
には
、
南組
に
所
属する
梅
ケ原
・岸
ノ
筋・構・井
ノ口
の諸
部落
が
ある。
そし
てこ
の北
組・西
組・
南組
の三
組に
所属する
諸部落
が、
それぞ
れ
組内
で
の年
(輪
)番
制
(当番
部落
と
非番部落)
で、
祭礼
の諸
役を
順次うけ
もっ
とと
もに、
三組
の聞でも
年番制
(当番組
と
非番組
〉
で諸役
の分
担が決
めら
れる仕組で
ある。
これ
らの詳
細は
複
雑だし
、
また
時代的
な変
更も若干
一宮山座
の
社会人
類学的
制査
H
あるの
で
、こ
こ
で
は
触
れ
難い
。
諸役
は
軽重
さま
ざ
まで、
こ れ ま た
複雑
であ
るが、
主要
な
もの
は
馬
番
(平均・較・乗手に分る)
、
峨番
(各種太被・附り
子 ) 、 矢 式 会均 で あ
る。
因みに明治
四十一年
(
一九OO)の「大祭例改革規定」
をみる
と次
の
如
く記されて
い
る。
大祭例改革規定
白人(寸以后両郷社祭例ニ当
役セルモノニハ
左記ノ金額ヲ交付スルモノトス
何 シ 其 財 源 ハ 共 有 地 ノ 収 益 金 、
問 主 一 口 料 応 肘
子冠頭料ヲ以テ之ニ当ツ
一、
馬壱頭壱式ニ付
金拾円宛
一、
神輿太鼓壱
式
ニ
付
金
弐
円
宛
一、
大太鼓壱式出トシテ
金一 拾
円宛
一
、
踊
子
壱
人分壱
式
ニ
付
金一八
円宛
一、
矢武厄
ハ壱式ニ
付
金拾弐円宛
役
規
定
者j
一、
大太鼓ハ年長壱人ニテ之ヲ出シ退隠ス
一、
踊子ハ年長者ヨリ順次之ヲ出シ退隠ス
一、
同ハ年長ヨリ順次之ヲ出シ退隠ス
一、
神輿太鼓ハ両区長ノ内ヨリ壱人ニテ出ス
一
、
矢武山内
ハ年長壱人ニ
テ
出ス、
之ニテ退隠ス
川一 シ 乗 手 給 料 ハ 村 持 ノ 事
一、
御 供 ハ 上 六 人 ノ 名 義 ヲ 以 テ 出 ス 事
れ一 シ 御 供 料 ハ 村 方 ヨ リ 支 弁 ス
一、
忌服ノタメ出役セ、ザル時ハ(ハナガヤリ)
一テ其役
ヲ出勤スル事
一、
年令ハ五拾九才拾弐月越ユルトキハ出役セザルトモ其俵退問スル事
右出役
ハ都合一一テ上ノ日亦ハ下ノ日勤ムルモ総テ
壱度ニ算入ス
川一シ此場合ニ一於テハ交付金ハ総テ半額トス
右 確定候也
明
治 四 拾
一年四
月
そしてこの明治四十一年の埼合は、
山内 番 と し て 六 人 の 氏 名 、 が 書
かれ、
各
人に拾円
宛 支
給されたことが記されている。
明 治 四 十 三 年 に は 峨 番 ( 踊 子 )
が六人、
また四十五年には
局
番が
五
人と
い
うように、
大体
毎
年 、
五、
六 名
が出役して 引
H引退
と
なるのが
普通
で
あ
る 。
もちろん
、
当
番 (
当
役
H
当
家 )
のめぐりあわせによって、
出役
人数は年度により多
少の増減、がある。
右の規定にある年長順というのは、
株代における年長順
( 生 年 月 日 順 )
で
あ
る 。
かく
て、
株
代
十 名 の う
ち
か
ら
毎
年
五、
六名ずつが引退
して
ゆく
わ
け
で あ る 。
こ れ は 約 半 数 の 交 替 ( 引 退 と 繰 上 げ 補 充 )
が、
大体、
年毎にな
さ
れるので、
うまくできたシステムのように思われる。
つまり、
株代
( 長 老
決
〉
と
い
っ て
も
、
極端な
長
老制に傾
き 、
一種の老化現象をおのず
から防ぐ
のに、
この
シ
ステムは合
出的で
、
かなり有効であるように思われる。
先に
掲げた明治四十一年の役割規定の最後の条項で、
六十才を越せば出役しな
藤原姓
八一戸のうち本分家関係がはっきりしているのが三組で、
これらは
くとも自動的に引退する旨を明記してあるのも、
他 の 条 項 と あ わ せ 考 え る
(5) 
と 、
このような意図が作用しているように思う。
それともう一
つ、
川上京
の諸役では、
あ ま り 老 人 で は 実 際 に 役 が 勤 ま ら ぬ 、
という事情もあるだろ
ぅ 。
かくて、
この深清水において一般の宮座に較べて、
長 老 附 仰 の 上 限 が
早いのは、
こうした役引にま
つわる諸慣行が作用して、
そうなったのだと
解 釈 で き る の で はな
かろう
か。
この点は、
木節のはじめの方で述べた、
諸
頭の
力と
株組織の
おこ
り
や発
達とも
から
み
つつ、
川上祭の発出什や変遷を検
討してみないと遜確に
つ
かめないと思われるが、
い ま は 問 題 の 指 摘 に と ど
めざるをえない。
なお、
川上村山市は昭和二十二年
から三十年まで行なわれ
な
かったが、
この間は毎年約五名ず
つの役引者を出し、
各 人
からその
年度で
の一定額を役
引料として徴収してい る 。
これは従来、
定額を支給されてい
たのに、
出役、がな
かった
から、
逆にその分を宮座(神社)
へ 納 令 し て 、
弱
体化した古座の経営を援助してもらったわけであ
る。
昭和三十一年
から復
活し三十六年まで続いた、が、
その後は社会状況の急速な変化によって再び
中止となって現在に及んでいる。
した、がって役引者と役引料も、
前の中止
の と き にならっているわけだ が 、 現 在
は前述のように、役引料は千
円で
(凹
十五
年度
から二千円)
、
そ の
かわり役引記念祝 ♂ が 州 ら れ て い る 。
そして、
役 引 の 年 令 の 目
安は
五十才とし、
人数も二名程度にし、
若 「 の 調 はよ か) は か
(6〕・(7)
っているようだ。(写真Bおtお参照)
さて、
各株の家連合の内容を少し検討してみよう。
まず北深清水からみ
ると、
①藤原A株ではll北には藤原株とよんでいるのが三つあるので、
似宜上A・B
-Cとしておくll十三戸のうち藤原性のものが八戸で、
他
は前川・和田・豊島・深堂・小沢が各一一円ノである。
宮応の社会人類学的問主H
二 戸 の
つながりし
かなく、
したがってとくに
大 きな本家
はみられない。
十
三一戸の聞で何らかの姻戚関係があるのは十二組を数え、
藤原以外の諸姓は
いずれも藤原姓のものとの関係である。
したがって、
この株は本分家関係
に あ る藤原姓のいく
つか
の家筋に、
そ れ ぞ れ 移 入 戸 と 思 わ れ る も の が 通 婚
により結びついて、
まとまったもののように思われる。
②藤原B株では、
九一戸、がすべて藤原姓で、
本分家 関 係 が は っ き り し て い る の は 七 如 、
これら
のうち五
つは一本家からの分家である。
こ の藤原本家は背の庄 屋 で 、
か
な
り の 旧 家 で あ る 。
姻戚関係は入組ある。
した、がって、
この株は、
この旧家
の家加を中心にしたものといえよう。
⑥藤原C株も全十七戸のうち十
五 戸
が藤原姓で、
他は棟方性二一円である。
械方姓は後述の如く明
治中期の移入
戸らしく、
花いに木分家関係にあるが、
いずれも、
藤原姓のある一戸と姻
戚関係にある。
藤原姓十
五一戸のうちでとくに強大な本家はみられないが、
明確な本分家関係は六組あり、
こ の う ち 三
つはある一本家
の 分 家 で あ る 。
また姻戚関係は十六組が数えられ、
そのうちの六組は先の
一本家との関係
で、
他は二、
三戸どうしの
つながりである。
したがって、
こ の 株 は 一 応 、
先の一本家の家怖を中心に、
多 く の 姻 戚 関 係 で ま と ま っ て い る と み る こ と
が で き よ う 。
④森田株は七戸のうち森田性が三戸、
藤原性が二戸、
他 は 原
田・古田姓が各て戸である。
森田姓三戸のうち二戸の本分家関係ははっき
りしているが、
も う 一 一 什ノ は 不 明 確 で あ る 。
藤原
姓二一戸も
本 分 家 関 係
であ
る 。
原 田 は 古 い 移 入 一 戸 の よ う だ が 、
古田は新らしい。
姻 戚 関
係は森旧姓の
三一戸が何れも藤原姓の本家とある。
なお、
森田姓の本家は、
専職山川口司森田
光則氏の家系である。
かくて、
この株はどうやら森田木家を中心に、
こ れ
宮座の社会人類学的調査E
と藤
原本
家が
結び
つき
、
さらに移
入戸
が何
らか
のつ
ながり
で加
わる
という
かたちで
、
まとま
った
もの
とみ
てよい
であ
ろう
。
@清水
株は七
戸のう
ち
五
戸が
清水姓
で
、他
は森
・雲
野姓が
各
一戸
である。
清水姓
のう
ちで
本
分家関
係が明確な
のは
二組で、
二戸
どう
しの関
係でしかな
く、
とく
に強
大な本
家
はな
い。
しかし
、
この
う
ち一
本家
は他
のす
べて
の清
水姓
と姻戚関係
にあ
り
、
森姓
ともそう
だから
、
この
株は
この
一本
家を
中心
にした
もの
と一応
、
み
る
こと
もできよう
。
次に南
深清水
につ
いて
は、
①森下
株は十
戸のう
ち森
下姓
が二戸
、
山口姓
が六
戸、
他に岡
本
・曽根姓が
各二
戸である。
森下姓
は互
に本
分家関係
にあ
り、
また山
口姓六戸
のう
ち
で本
分家関係が
明確
なの
は三
組で、
何れも
一本
家に
つな
がっ
ている
。
山口
姓六戸はす
べて
森下本家と姻
戚関
係にある
の
で、
この
株が
、
数の
上で
山口姓
が過半
数を占めるに
かかわ
らず、
森下株と
称する
のは
、
こ
の森
下本
家
筋を中
心に、
こ
れに山口木
家が
結び
つく
かたち
でまとま
っ
たから
だ
と解する
こと
がで
き
よう
。
岡本
・曽
根姓
がど
ういうつ
なが
りで結
び
つい
てい
るの
かは
不明
である。
@岡本
株は十四戸
の
うち岡
本
姓が
九戸、
森下姓が
二戸
、
山内姓
が一
一戸
、
他に沢田
姓が
一一
戸である。
同木
姓のう
ち
で
本分家関係が
明確
なの
は
三組だけで、
何れ
も二戸
ずつ
の
つな
が
りで
しか
なく、
とくに
強大な本
家は
みられな
い。
森下
姓は互に本
分家関
係
であ
るが、
沢田姓も
この
森
下本
家の分
家である。
山内姓
は互
に本
分家関係
であ
るが、
また山
内本
家は、
ある岡
本
姓の家の分
家でもある。
岡本以
外
の
他姓
は、
互に
こ
れら
他姓
どう
しでの
姻
戚関係が
みられる
と
と
もに、
岡本姓
のものと
の姻
戚関
係も多少み
られる。
した
がって
この
株は、
岡本
姓の
いく
つか
の家
筋を中
心に、
二、
三
の他
姓が
結び
つく
かた
ちでま
とま
った
ものと
四
みる
こと
が
できる。
③藤木
株は十
戸のう
ち
六戸が藤
木姓
で、
他に
水
尾・堀
回@
大塚
・高屋姓が
各
一戸
である。
藤木
姓のうち
で本
分家
関係が
明確
なの
は
一組
しか
なく
、本
分家関
係は全く
稀薄
であ
る。
水尾姓
は藤木姓
のど
れか
の
古
い分
家の
ようだ。
堀田姓は
比較的
新ら
しい
移住戸
だが、
株
への
結び
つ
きの
契機
は不詳。
大塚
姓は
比較的新ら
しい
移住戸
だが、
もともとあ
る
藤木
姓の家から
他
出し
てい
て帰
住
したもの
であ
り、
高屋姓
も同様
。
J胃
-号、
っ
T」中j、刀
て、
こ
の株は若
干の藤
木姓
の
家筋
で
まとま
った
ものと
みて
よい。
④
桂
旧株
は十三
一戸のう
ち
桂田姓
が三
戸、
清水姓
コ一
戸、
藤原
姓二戸
、
石田姓二
戸
、山
口姓二戸
、
新井
姓一
戸であ
る。
桂田姓
三戸
のう
ちでは
、
二戸の
本分
家
関係
がは
っき
りして
おり
、
この
一一
戸の
聞に
は
姻戚
関係も
ある。
清水姓
三
戸
の木
分家関係
は
はっ
き
りし
な
いが
、
このう
ち
一戸は
桔
田姓
の
本家
と姻
戚
関係
に
ある。
藤原姓
二戸
の本分家関係
は不
明で、
これ
らは
何れも
桂田姓と
は姻
戚
関係
は
ない。
石田
姓二
戸は
互に
本分家関係
に
あって
、
何れも
藤原姓
のあ
る
一戸
と
姻戚
関係
にあ
る
。山
口姓二
戸も
互に
本分家関
係に
あるが、
何れ
も桂
田姓
の
本家
と姻
戚関係
にあ
る。
新井
姓二
戸と他と
のつ
な
がりは
不詳。
かく
てこ
の
株は、
桂田株と
云
われて
い
るもの
の、
とくに桂田
姓の家
筋を
中心
に
している
とは
云い難
く、
諸姓が
寄り集
って
まとま
った
、
どちら
か
と
云えば新
らしい株の
ように
思わ
れる。
@簸
内株
は十八戸
のうち
薮内姓が
二
戸(
もとは四
戸あ
っ
たが
二戸は
絶
家)
、
藤原姓が六戸
、山
口姓
が四
戸
、清
水
姓二
戸、
足立
・竹
田・
安達・
篠島姓が各二
戸である。
簸内
姓二一
戸の
本分家
関係
はは
っき
り
しており
、
また両
者の聞に
姻
戚関係も
ある。
藤原姓
六
戸の
うちで
本分
家関係
がは
っき
りし
ているのは
二
組で、
何れもある
一本
家に
つ
なが
って
い
るが
、
他は互に
とく
に関
係
がない
ようだ。
この
藤原
の
一本家及
びその
二分
家は、
す
べて
山口
姓の
一本家
と姻戚関
係に
ある。
山口姓
四戸
の
うち
二
戸 、 ず
つは
互に
本分
家関係
にあ
るが
、
これ
ら二組の
聞は無
関
係の
よう
だ。
この
うち
の
一組は何
れ
も簸
内本家
と姻戚関係
にあ
り、
また
もう
一組
は
薮内分家と姻
戚関
係に
ある。
清水姓
二
戸は互に
無関係。
この
うち
の
一戸
は
藤 原 姓 の 一 戸 と 姻 戚 関 係 。
足 立・竹田姓の各一戸は比較的 古 い 移 入 戸 の よ
うだが、 他と
のつ
なが
りは不
明。
安達姓
一一戸
はある
清水
姓
のも
の義
兄
で、
新移
入戸。
篠
島姓
一一戸
もや
はり
新移入
戸で、
ある山口姓の
もの
の義
兄
であ
る。
かくて
この
株は、
もと
は薮
内姓
の家
筋を中心
にし
ていたのか
もし
れぬ
が、
④と同
様
に、
諸姓が
寄り集
って
まと
まった
、
どちら
かと
云え
ば新
らしい株の
ように
思われる。
以上
の如
く、
南深清
水にお
いて
は
、④
桂田株と@
薮内
株がど
うやら比
較
的新
らしい株の
ように考
えられる。
また、
前述
の
ように、
明治初t中
期
に
七株
から
十株
に株
数
が増
えてい
る事
実も、
南深清
水にお
いて
、
とくに移入
戸、
が多か
った
こ
とに由
来する
ので
はなか
ろうか。
それは
さて
おき
、
いず
れにしろ
、
株の
家連
合と
しての
性
格は、
一口
に云
えば、
浅い本
分家関
係にあ
る若
干の家
筋を中心
に、
かなり
密な
姻戚
関係が
これに
絡ま
っ
て形
成されたも
ので
あると
一応
、
みる
こと
が
できる
であろ
ぅ。
そし
て、
比較
的新
らし
い株の場
合は、
そうし
た家
筋も
さ
るこ
とながら
、
それよりも
むしろ
、
少な
から
ぬ移
入戸が少
数
の古い家
筋を
ひく
もの
を中心
にして
、
寄り集
っ
て形
成したもの
とみ
てよ
いので
は
なかろ
うか。
なお、
株
内の各戸が
地区的な
まと
まり
を一不す
よう
な顕著な事
実は
ない
が、
そうした
傾向も
一応は
みられる。
ところで
、
右の株
内の膨
脹及
びその延
長とし
ての
株
数の増
加と
いう
明
治
宮 座
の社会
人類学的
調査E
初t中期
の現
象の
一端
を、
分家
や移入戸
の急
増
という
かたちで
、
当時
の宮
座記
録文
書にお
いて
窺い知る
こと
がで
き
るの
では
ないか
と
思われる。
文政
三年
(一
八ニ
O)
の
「祝言
誼料年代
記帳||諸頭中」
をみると
、
この
年の
祝言
直し
は十三
人(軒)
で料金
は銀百t百数
十(
匁)
目とい
った
ところ
だ
が、
このうちの一人が外に二十五日の足洗料を納めてい
る。
足洗は云うま
でも
なく
村入り
永住
が
認め
られたわけだ
から
、
おそ
らく移入者
(戸)
かも
しくは分
家であろ
う。
(写真
B
m
tm参照)
以下、
天保
か
ら慶応元
年ま
で
(一
八三
o
t一
八六五)
の記
録も
ほぼ同
様
で、
毎年十人内
外
の
祝壬一口直
しが
あり、
料金も前
と同
額程
度であ
り
(三
百目
以上t百目以
下と上下
の幅
が大きくな
って
い
る〉
、足洗も
て一
一名
で料金は
やはり二十
五日
と定
額である。
そして足
洗は
北深清水
に
も南深清
水にもあ
って
、別に偏
りは
みられな
い。
(写
真B@@参照)
次に明
治二年
(一
八六九
)
の「
祝言直料年代
記帳1i
七株中」
をみると
、
明治三
年の
ところに
足
洗
が
六名
も
出てきて、
この
うち
二名は何
れも
足洗料を
含め
て
祝言直料が
六十八
匁である||
両名と
も南。
これは
察する
に、
貧し
い新
移入者ではな
いかと
思われる。
他の四
名のうち二名
はそれ
ぞれ北と南だが、
二百匁
以上
の祝
言
誼料
と別
に定
額二
十五匁の
足洗
料を
納め
てお
り、
これ
はか
なり安
定し
た移
入戸
か新
分家
で
はな
いか
と
みられる。
他の
二名のう
ち
一人は北で
祝ユ一一口直
料
は百
匁、
もう
一人
は
南北
の
記載が
なく
祝言直
料は七
十五匁
であ
っ
て、
別に
定額
の
足洗料
を納
め
ている
。
当時、
新分
家の場
合に足
洗
をした
かどうか
、
確か
めて
な
いが、
移入
戸の場
合の方
が足
洗の意
味は
より大
きいとみてよか
ろう。
(写
真Bmお参照〉
次に
足洗
が目立
つの
は明
治入
年(一
八七
五)
で四
名で
あるが、
何れも南で
あっ
て定
額二十
五匁の
足洗料
を納
め
ている
。
祝言
五
宮原の社会人類学的羽衣H
直料は一名が二百匁以上だが、
他は八十
五匁
五分
( 一 名 γ 六 十 二 匁
五分
( 二
名)
とやはり低い。
このこと
から、
以前
からみられた傾向のようだが、
どうやら南深清水に新移入者が急噌したらしい事実があることが判る。( 写 真 B M お 参 照 ) そ し て 次 に 記 帳 が 新 ら し くなる
明治二十年(一
八 八 七 )
の「祝言直料年代記帳|l拾
株 中 」
では、
もうこのような現象もおさまっ
ている。
この年の足出は桂田太
治郎
(足洗料とも祝言直料は百七
十五
目)
と
棟方重太郎(是洗料
と も 祝 言 直 料 は 七 十
五銭
) で あ る 。
おそらく前者
は、
南の桂田株のもので、
後者は北の藤原C株に足沈したのゼあろう。
なお、
この時期では貨幣単位が新旧併用されているが、
何 れ に し て も 足 出 を し た
ものは
、やはり祝言直料が他よりも低い。
(写真BMωt部参照)足出はその
後も大正年間まで少しずつみられ、
hm三口直料が一
t 二
円位
であ
る
のに
対
し 、
足 出 料 は 二 十
五銭(大正八年まで)
か五十銭(大正九年以降)である。
(写真B⑩参照)足洗は現在でも行われて
おり
、例えば、昭和三十年では祝
言 直 料 二 百 円 に 対 し 、
足 沈 料 は 百 五 十 円 で あ
る。(写真B判参照)
いずれにしろ、
以上みたように、
明治初期に移入一戸の急増が主に南深清
水にあったことが現われる。
そ し て 明 治 中 期 に は 、
そ う し た 傾 向 は 一 応 お
さまっているので、
先 述 し た 如 く 、
この間に七株
から十株に株数が増えた
のは、
かか
る事実に即
応 し て の こ と だ ろ う と 考 え ら れ る 。
それ以後も少し
ずつ
移 入 定 住 し 、
村入(足洗)
したものがあっても(分
家した
ものもあ
る)、廃絶・他出したイエも
ある
から、
全体として株数増加というこ
と に は
(B) 
な ら ず に 今 日 に 及 ん で
いるとみてよかろう。
ノ\
注
(1)同様なことは、
昨年度の制究限告で収依った川一束の山生川む王川勺削でみ
ら れ た 、
山化一川における宮凶長老栄への日山と
ρけが
し米
ρ (いふ米二升、
現
収ば金納で四一山円)の間吋引けにもあった。
川杭「官尽の社会人類学的調在ll
滋賀県洲市と洲京」、『東沖大半アジア
・アフリカ文化研究所年版』一九七C
午、
四十凹頁
、
参 照
。
なお、
深 消 水 で は 夏 日山 旧 を 合 め 、
約五反の神旧(庄町)があったが、
本文
で述べたように農地改革でなくなっ
たじ
山林については村もち(部落有林)
のかたちになっているが、
な お 古 一ー が あ る υ
(2〉，A清水の向い口座文書では、
写真B⑪の延主七年(一六七九)のものが最も古
、
。
し
(3)三十才で冠一加をして諸到のステイタスを刊、これによ「てイ
エにおいては、
やがてイエをついで家長になるために、
料的ハ祝ニ一一口)を早くすませておいた
方 が 都 合 よ い 。
乙の点でニイ五才を税一一-口直しの年令と考えるのは一応妥当で
ある。
もし一一十五才を男子の材料年令として班恕的だとするな
ら、
長 男 が い目
前までに生れる確率は百く、
この長町が冠頭に速するまでに、
父は五十六t
六十才になっていよう
。
かくて役引がこの年令
期に
な き れ る
な ら 、
イエH
机科目町出応における父と長男の紋交はスムーズにゆくことになる。
(4)
明治二十年三八一八七)からの「祝一一一一日目料年代記帳」の明治四十二年の項
に 、
ρ弐月拾JU口ヲ現配トシチ拾株中協議ノ上一一テ一係長老司ト改ム
グと
の記
械がある。
株代老司から区長老司に変ったととは、
それだけ保代つまり宮座
の力が弱まったことを意味しよう。
そ の 時 期 が
明 治 末 な の は 、
川川と関係があ
るのか、
一 つ の 問 題 で あ る が 、
こ の 点 の 羽 交 は し て い な い 。
(5)
このように六十才を役引の上限としていることは、
注(3)で述べたこと
か ら も 、
正に妥当であるといえる。
(6)本年(昭和問十六年〉の役引人ば、
前 掲 の ほ 代 の 筆 引 に
ある
W 松 長 治 郎
(大・9
・ 9
-m
南 ・ 森 下 株 )
と仙に藤原三士口(大・9
・叩・
4北
・際原
C株)|いずれも百十才ーであるc後者は刊格及び生活能力にいささか欠けると こ ろ が あ っ て 安 市 せ ず 〈 こ の た め 、
年令的には株代になるべきなのに、
こ
れにかわって北・疎開C株で次に年長の械方四郎が株代になってい
る )
、した
がワて神事一切をい川事終了してめでたく引退とするには、本去は問題がある。
というの
は、
役 引 は 本 火 で 前 述 の 如 く 、
川上祭
での神役を一本位したものがす
るというのが本来の姿であ
って
、ζ
れに
は 夫 婦 揃
っているもの、
という条件
がついているからである||本文で掲げた明治
四十
一年
の
「大祭礼改革規
定」の役割規定の
一項
にも、
忌服一戸々
:というくだりがある
(ζのハナガヤ
リというのは、
どうい
う仕方か、
聞
きもらしたが、
おそらく年長肌に次位の
ものにずらし、
当人は形式的に出
役したかたちにし、
忌 が あ け て か ら 次 の 年
度にでも山役するのであろう
)。藤
原三吉
の 場
合は
、い
ずれにしても、
形 式 上 、
役引にし
な い と 丁 裁 が わ る く 、 ま た い つ ま で も 宮 座 (
林としては北藤原C株
)
に残
って は 困 る の で 、
役引にしたわけであるU
な お 、
川上気
が 終
って
も、
そ
の年のすべての宮座神事が終了したわけで
はないので、
十一
月九日の山の材
祭が終了後に、
実質的に引退すると さ れ て い る 。
乙の点
は、
昨年の調査報告
で取扱
った 洲 市 の 甲賀郡信楽町 多 羅 尼 の 場 合 に 、
二月五
日の山の神祭におい
て長座
(オトナザ)
の最長老が座掌としての当家勤めを呆し
(山の神当)、
こ
れを以
って生涯の当納め
とし
目出
度
く引退するのと類似している。
偶然の類
似だろうが、
山の神信仰
(神事儀礼)
と神平納め
(当納め)H引退とは、
何
か理念的な結びつきがあるのかもしれない。
しかしやはり、
いず
れの場
合
も、
山の神まつりがその年度のしめくくりの
神事儀礼だから、
こうなったの
で あ ろ う と 忠 わ れ る || 信
楽で
はP三
月当Hで始り二月のP山の神当Hでお
わり、
深清水
は
年頭のPさけかきpで始
り
十一
月
の
ρ山の神祭グ
で終る。
注
(1)
前掲の拙稿
「官座
の社会人
類学的調 査 I 」
三二
頁参照。
(7
〉松
代
(長老衆)
のうちから毎年
五、
ムハ名が引退してゆ
くこと
は、
何年、
烏
帽子着や丘一坊 の 儀 礼 を
行うものが、
やはり五、
六名から三、
四名であるζと
とも、
うまく引
合
って
いるよ
うに思う。
明治
以降の「烏相子・冠頭年代記」
を ず
っと絞ってみると、
ζうした数名という人数
はほぼ
一定
している。
た だ
し、
烏 帽子
若は五、
六名、だが冠
頭は
三、
四名で、
このため役引しでも、
長男
が冠頭に至らぬので諸頭となれず、
したが
って株内でも長男と交代で
きぬ
(イエにあ
って
は家
長を継受させられぬ)
から、
ハスが準座員として
そのま
ま
居 残 る 相場
合が宮座全体
で、
毎年
二、
三名
あ る こ と に な る 。
かくて、
株代は必
ずしも株での最年長者とは限らない。
と
の 点
は、
本文でも先述した。
いずれ
にしろ、
入退
座 の
人数がおのずから
大体、
引 合
っていることと、
前記
のよう
江川上
祭での当役出仕に
よる
役引
(引退)制度との対応システム
は、
実際に
宮座の社会
人類
学的調
査E
は多少の調整がなされている
ようだ
。
(8)株内の家連合のあり方、
及び株数の増加という事態につながる林の形成過
程について
は、
当然も
っ と 徹 底 し た 調 査 が さ れ
なくてはならぬが、
そ れ
は仙
日にゆずりたい。
当面
は紙
数の関係もあ
って
、
一応の考察をした
にとどま
る
が、
大筋の限解はできたかと思う。二、
湖
北
1. 
伊香郡西
浅井町集福寺
西浅井
町集
福
寺は旧境
津村集福寺
で現
在六十
五一
戸
、若
扶
(福井県敦
賀市)
に接
する
野坂山系
・三
方ケ
丘山の奥
まっ
た山
麓にある、
静か
なた
たずま
いの
山村部落で
ある。
湖北
の塩
津湾
に注
ぐ集福
寺川が
、
塩津
港と敦賀港
を結ぶ
旧 塩
津街道
(い
まの
国道
八号
線)
と平
行北上
し
ていて
、
それ
が東に
まがる
ところ
に部
落の入
口があ
る。
(写
真C12参照〉
旧塩
津街道
と
国鉄北陣木
椋は
この
辺
りで近接
して
おり
、
集福寺
・沓
掛の短い再
トン
ネル
に続い
て長
い深
坂ト
ンネ
ルを
ぬける
と福井
県敦賀
市になるわけだ。
近く
完工
をみる国
鉄洲西線が
近江梅津駅
で北
陸本
線に
つな
がると
湖北
と
湖西
の交
通も
便利に
なるが、
いまのとこ
ろ湖
岸交通
は不
便で、
湖西
と
のつ
な
がりは、
若狭方
面
に
く
らべ
一般
に
うす
い。
なお、
この
付近
は
ス
キ
ー
で
知
ら
れ
ている
よう
に
豪
雪地帯
で、
官座行事
( オコナ
イ
)
も
積雪
の
最
中で催
さ
れる。
旧塩津
村は山
麓の
集福寺
か
ら湖岸
の塩
津浜
ま
で
数部落を含
んで
い
たが、
西隣
の同
様
な
地形
の旧
永原村
と合併し
て
西
浅井
村となり、
昭
和四十六
年
に
は西
浅井
町とな
った
。
旧永原
村の
湖岸部
は大
浦湾
で、
大浦は
坂津浜ととも
に湖
北の
重要な漁
港の
一つ
であ
るが、
大浦
のや
や特殊
な官座
形
態に
つ
いて
は次節で触
れる。
集福寺
の下
塩 津神社
の宮
座も
一般
の宮口
座か
らみ
ると、
別
七
宮 座 の 社 会 人 類 学 的 調 査 E
の意
味で変
っ
た部
類に入
る
と思われ、
他
の諸例を通
覧し
ても
、
どう
もこ
の
湖北
の宮
座の
全般的特色
をとくに指
摘す
る
のは
難かし
い。
集福
寺と
いう
地
名の由
来に
つい
ては
、
集福が
塩
津の説
った
も
のとか人
名に由
来す
る
とかと
いう
説の他
、
福寺
の集
りだ
とする説
がある。
後の
説は、
こ
の地に天
台宗
一
派の十二
坊が
あ
った
らし
いこ
と(
叡山
の焼
打の
頃こ
こも
消失
し
たという
)
と結
びつ
いて
いるよ
うだ。
なお、
近江国
浅井
郡に
は多く
の式
内社が
あ
った
が、
ここの
下
抑津神社
会ぷ
神は
塩土翁
ll陸
路の守
神と
い
うil
及び
伊
邪那岐・伊邪那美命〉
は式内
社で
あって、
古来
から
格
式の高い
社
であ
っ
たらし
い。
(写真
C③参照)
お
そらく
一時は
神仏混合
のか
たち
をと
って
いた
のでは
ないか
と思う、
が、
今円(1〉
ただ地名
にそ
れを
とど
めているに
すぎ
な
い。
はそ
うし
た面
影は
みら
れやす、
いず
れにしろ
、
かな
り古
い
由緒あ
る神
社で礼
一、
山聞
の奥
深いと
ころ
だけに
古式
豊か
な儀礼
習俗が
保た
れ、
独特な官座
形態を育
んでき
たよ
うに思
われ
る。
現
在
の専
職
宮司、
長岡真
澄
氏(
七十
一才 〉 は 寛
文年間
(一
六
六一t
七
二)
から十三
代を数え
る家
系
で、
神職
と
して
は亨保期
(一
七二ハt
三五
〉
から
九代目
だとい
うことで
ある。
神社
は部
落の
一番
奥にあ
って
、
ここ
を
小
字
名で
宮町
と云う。
以下、
集福
寺 川
沿い
に順に下
って
、
森町
・蓮
谷町
・中
障子町
・大通町
・
清水谷町
・門裏町・
下町と全
部で
入小
字に
分れ
てい
るが
、
家並
は切
れず
に
部落入目立
で
続い
ている
。
現在
は前
述の
よう
に六十五戸だ
、 が
、
明治後
期に
はも
っと戸数
、があ
った
ようで、
先の長
岡氏に
よると、
同氏
の子
供の
頃、
長岡家
は
最後
の
九十
五番戸
(番戸制〉
だっ
たと
いう。
さて、
湖北
一帯
で
オコナ
イとよ
ばれる
二月の神
事儀礼
はし
ばしば
P花
の
頭(
当、
培γ
などとも云われ
るll守口座
の最
も
重要
な行
事であるが
、この
儀
八
礼組
織に
は年
令階梯リ長老制
的な特色
は稀
薄で、
それよ
りも
当家制
とそ
れ
をめ
ぐ
る習俗
に顕
著な特
徴
がみ
られる
よう
だ。
同じ西
浅井
町
の塩
津
中の存
取神社
の場合
では
、
年令階梯
制的な
儀礼的ス
テイ
タ
スが
割
には
っき
りして
(2) 
いる
ようだが、
この
集 福
寺で
はその
点どう
もは
っき
りしな
い。
ずっ
と背は、
長老
つ
まり、
オトナ
と
かモ
ロト
とか
云う呼
称もあり、
年長
序列も、厳し
かっ
:;
2 2 、
、
大ょ
う
品 h v 刀
いま
はそ
うし
たことも
ほと
んど云わな
い。
私見
では
、
塩津
中
の方
がよ
り 本
来の
かたちではなか
ろう
かと
も
思うが
、
ともかく
、
集福寺
に
おける
オ
コナ
イの
当
屋制とそ
の儀
礼組織
の詳
細
をみてみ
よう
。な
お、
集福
寺(下
梅津)
にし
て
も梅津
中に
し
ても
、
オコナ
イ
の神
事組織
(宮座)
はい
わ
ゆる村
座で株
座で
はない。
集福寺
に
つい
て
は、
かつ
て
は株
座であ
った
とも
云われて
い
るが、
いか
なる事
情で村座
化し
たか
は不
明な
ので
、 当
いつ
頃
、
面
はむしろ
、
古く
か
ら村座
であ
っ
たか
、
または
かなり
早く
に
村座化し
たも
のと
みてよかろ
う。
なお、
一般
に湖
北で
はほとん
どが
村座
で、
株座
であ
っ
たとい
う確証
ゃそう
した様
相が
現在も多少
とも窺え
るもの
はない
ようだ。
オコ
ナイの当
(頭)
家は毎
年
、
二月
八日の座
の口開
けで社
前で
の神
占
(お
みくじ)
で決め
られる。
当日、
上げ
当家
111
前年
の神
占で本
年の当
家に決
った
も
ので
、
先当
と後
当と二名
(戸)
あるliの餅
負(
モチ
オイ
)
役(
後
述)
が各
一名、ず
っと
氏子総代
一名
が立
会って
、
官司
(長岡氏)
が
神前
で
お
みく
じをひき
、受
け当
家二名
(来年
の先
当と
後当、
後述
)を
決め
るわけだ。
神占
の方
法は、
小さ
なプ
タ
つ
きの木桶
に氏
名
(戸主)
を書い
た木
札が必
要
枚数
だけ
入れであ
って
、
それを
宮
司が
フタ
にあ
け
てあ
る穴か
ら
ギリをさ
し
こん
で突
くと
いう
やり方
である。
(写
真C45参照)
この
場
合、
すで
に当
家
をす
ませ
たも
の、
及び
止むを
得ぬ事
情
(服火中
とか
経済
的理由な
ど)
で当
家を
受け難
いもの
は、
予め木
札
が除か
れ
ている
。
六十五戸
がこの
ような方
式で毎
年二
戸ず
つ当
家をする
から
、
三十
余年
で
一巡
する
こと
にな
る。
当家
がすん
だ
もの
は義
務を果
したの
で
、
すで
に
一巡する
まで
はもう当
らなくて
よいし
、
また
当っ
ては
な
らぬわ
けである||三
十余
年
で一
巡
して
一周
期を
終え
る
こと
は大
体、
一家
が一
世
代に
一度は当
家をす
るというこ
とであ
っ
て、
その
点で
は
この
双分的な当
家
制は都
合が
よ
いと
いうこと
にも
なるわ
け
ヱ 」 of 
一巡
し終
って
、
次にあ
ら
ため
て座
を組む
こと
を、
座の立
替と
称し、
こ
の立替期
に、
それま
での
間に分
家し
たり
移
入し
て永
住
(村入
〉
を許
された
ものが
新に座に
加わ
る。
そし
てこ
の座の
立替
で、
あら
ため
て規
約な
どが
検
討され、
新規
約が定め
られる
。
(写真
C
6
tu
参照)
なお
、当をうけた受
け
当家は、
二月
十
一日の夕
刻、
宮 司
宅
で
グお側
納め
H
という神事
をし
、
神線
(ヒ
モ
ロ
ギ)||
榊の校に、
当っ
た神
占木札を
結び
つけ
たもの
ーーー
をいた
だ
いて
帰宅
し、
向う
一ヶ年
問、
床の間に
奉
斉す
る。
こう
して
一年
間、
浄身潔
斎し
て来
るべき
オ
コ
ナイで
の
上げ当家
として
の勤め
に備
える
わ
けである
。
ところで
、
神占
に
おい
て先に
当
った
のが
先当
(セ
ントウ
)
で、
後に当
っ
たの
が
後当
(ゴ
トウ
)
である。
オコ
ナイ
のす
べて
の
神事儀礼
は先当が先
だ
が、
役割
上での
E
副
とい
っ
た意
味は
なく、
儀礼
に
おい
ては
、
先当
ll後当
ll先当
ーーー
後当
と
いう
ように、
交互
に
一対に組
合わ
さ
ってな
される
。
後
述す
る当
家に結
び
つ
く諸役
の
座順も、
同様
にこ
の交
互の方
式である
。
した
がって
一種の
双分
的組織
と
みてよ
いが、
格H
ステイタス
や
役割
日ロ1
ル
で
の差
異は
ほとんど
な
い。
ただ
少し違
う
の
は神
撲の内
容で、
先当家
は莱
併
を
品き、
こ
れを菱
形に切
っ
て奉
献
するが、
後当家は梗
米を
蒸し、
これ
を一定
の木
型に押
込ん
で飯
盛
をつく
り、
この
蒸飯
の上に豆
腐・わ
らび
・
ヨボ
の木
宮座の社会人類学
的調
査E
の若
芽を蒸し
ての
せ奉
献す
る。
(写真
C
日参照〉
この架
餅
と蒸
飯の違い
は、
どちら
がより
重 要
だ
というこ
とは
別に
ない
という
。
なお、
先・後
当で毎
年
二名ず
つ当
家をする
から
、
場合
によ
っ
ては
、
一巡
したと
き
(一
周期が
すむ
とき〉
、
一戸
が余
って
しま
うこ
とがありうる。
かかる
場
合
は、
余
った
一名
は
次の周
期にくり
こまれる
が、
立替
で
の初
年
度の
口開
け
において
、
神占
でひ
きあて
られた
一名
と、
この
元の
周期
で余
った
一名との
聞で、
あらため
て先
当と
後当と
の神
占が行
われる
しき
た
りであ
る。
いず
れに
しろ
、
神占
方式
で
当家が
決められ
、
三十
余年
とい
う一定
周
期で
一巡
する
に
つい
ては
、
きちん
と記録し
てお
かな
くて
はなら
ない。
参考
ま
でに
、
現在記録
され
てい
る神
占
阪を
写
真で示し
てお
く 。
(写
真CM
tm参照)
この
記
載は部
落の
最も
央の
長岡氏
(神主)
から
家並一順
で家
号
が列記され
、
当家が決
った
もの
からそ
の
上欄
に年
度と先
・後
当の別
が記
録さ
れて
いる
。
なお、
⑮の末
尾
にあ
る弘道
は、
そこ
にも
備考が
記さ
れて
いるよ
うに、
新分家な
ので
本
来は次の
立替期
まで
座に加
入で
きぬ
のだ
が、
特例
とし
て加
入を許され、
昭和四十
年に当
家
をし
たので
、
次に
立
替と
なる座
では当家
勤め済となる扱
いと
される
わけ
で
ある。
これ
は先述
の、
周期
の終
りで
余
った
一戸の場
合の逆の現
象
だと云
っ
てよかろ
う。
また
、
⑪の中
程にあ
る勘
エ
円は、
昭和
三十
三年の
先
当に決
つ
て、
当家を
う
けて
いたのだ
が、
その後
、
さし
さわ
り
がで
きたため、
分家
の
佐次良
に代
っ
てもら
った
。
⑮の冒
頭の佐
次長
がそれである
。
そして勘
エ門
は、
あらた
めて
昭
和四十六年の先
当に
神占
で
決っ
たわ
けである。
この
よ う
なこ
とも、
ときに
ある
わけだ。
さて
、
オコ
ナイ
の神
事儀
礼に
おいて
、
当家
に結
び
つく
諸
役に
は次のもの
ゴL
宮 座 の 社 会 人 類 学 的 調 査 E
があ
る||
先当
・後
当いず
れにお
い
ても全く同
じ。
①大
能餅負
い〈
単に餅
負いと
も云
う)
一 一月
十日
に当
家で揖いた
直径二尺位
(い
まは
一尺
〉
の大
きな鏡
餅
(大
能餅)
を十
一日に
背
負っ
て神
社へ運
ぶ役
柄を
よぶ
名称
だが、
オコ
ナイ
の賄
や儀礼
一切
の全
責任
者と
して
最も重
要な役目
である。
先述
の通
り
先当
・後
当に各
一名ず
つ1
以下ど
の
役も先当
・後
当で
全く同じ。
集福
寺居
住の当
家の
主な親類
)(こ
れを重
親類、
オモ
シン
ル
イと
いう)
のう
ちでも
最も
親しく
重要な家
の
戸主
かそ
れに
相当す
るも
の
が勤め
る。
例
えば
、当家が
本
家なら第
一分
家、
分家
なら本
家の当
主
が普
通
つと
める。
した
が
っ
て当
家の主
人はただ
見て
いる
だけ
で、
すべ
てこの
餅
負い
に委
せる。
@釜役
①に
次い
で重
要
な役で、
餅拘
きの実
際上
の働
き手。
人数
は三、
四名だ
が親
類の
数にもよ
るから多
少の
一仰が
ある。
やは
り
重親
類のしかるべき
男子
(戸
主)
が勤め
る。
③台
所役
@の次
に重
要
な役で、
いわ
ば賄
の会
計係
である。
これ
は②の
ように鏡
餅に
直接む
すび
つか
ぬので
、
@に較べ
れば
それほ
ど重
要で
は
ない。
人
数は五、
六名で、
やはり
重親類
の戸
主
が勤め
る。
④米
かし
役
餅負
や釜役
の妻
たちで
、
餅拍
きに
おける米か
し
など、
女仕
事に
たずさ
わる。
人数
は四
、
五名
。
二O
@御
幣持
二月
十日
に宮
司と氏子
総代が
当
家に赴
き
(先当
が先
〉
、 餅掃
に先
立つ
て釜
払い
をするが、
この
とき青
竹の御幣
をつく
る。
十一
日の
行
列で
こ
の御
幣を神社
に捧
げてくる
役で
一名
。
当家
の
長男が
普通
で、
年令
は十
才
位
@御
鏡持
大能鏡
餅
をと
っ
たあと三
回
目に
やや小さな
鏡餅
を三ケつ
くるが、
その
一つ
を神
社に捧
げてくる
役で
一名
。
適当な親
類
の男
児で十
才位。
⑦零余
子
指持〈ヌ
カゴサ
シモ
チ)
ヌカ
ゴつ
まり
自然
薯を藁
束でくるみ、
大根
・人
事・黒
豆な
どをあ
しら
った
もの
を神
社に捧
げてくる役
で、
適当
な親類
の
十才位の男児一、
一一
名
@身
上げ
適当
な親
類の
五
t十
才位の女児
三名で、
きれ
いな
蒼物
に綿
帽子、
桃色
の 絹
のタスキ
とい
っ
た身
仕度で行列
に加
わる。
親類に
適当
な子が
いな
ければ、
近所
から
借
りて
くる。
これ
はも
し
かする
と
、
一種
の人
身御
供
のな
ごりで
は
ないか
、
と長岡
宮
司は
云って
おられる。
⑨台持
③と組合さ
って
いる
もの
で、
⑤の
母親
たち、
したが
って
若い
主
婦か嫁
三名である。
ただし、
当家
の
主婦や
嫁
は除く。
一定
の台
に前
記の
小鏡餅
の残
りの
二つ及
び素
焼の徳
久利や
木製
の
銚子な
どを
のせ
てはこ
ぶ役
。
なお、
当家の主婦
は主人と
い
っし
ょに神
社に参る。
⑩手が
えし
餅拍き
の子
がえし専
門の役
で、
親類
中の優
れ
た技能
をも
っ
男子
が勤め
るが、
親類
に適
当なも
のが
なければ、
別に頼
む。
人数は
一、
二名。
@道具
担い
先述
の
神韻||先当
の粟の菱
餅、
後当
の蒸
飯盛ーー
をはじめ
、
若干
の
儀礼用具
を
一括
りの
荷道
具にし
て担う役
で、
とく
に指
名さ
れてな
るわ
けではな
く、
前記
の諸
役に
ならぬ親
類の三十
才前後
の若い男
子が
勤め
る。
人
数は三、
四名。
以上
のよ
う
に軽重さま
ざま
な
役が
あるが、
いず
れにしろ
、
何か役を勤め
ないと
、
親類か
らは
ずされる
格
好にな
っ
て具
合が
わ
るい
、
とい
った
意識
が
ある。
だ
から
当家は
その点
、
十分
に配
慮し
て
人選指名す
るわ
けであ
る。
な
ぉ、
右の
諸役
の具
体例を
長岡真
澄氏
(宮
司日神
主〉
の家
が先
当家
をした
昭
和三十
一年二
月の
場合
で
示し
て
おく。
(写
真C⑮
参照)
111
この
長
岡氏
の場
合は、
父方
では
父の弟
(辻家〉
がある
だけ
で
、
また同
氏の兄
弟はな
く妹
一
人が
神
戸に婚
出、
した
が
っ
て母
方及び妻
方
の
親類が
多くな
って
いる。
当家
(先当)
長岡真
澄
((
当時、
五十
八才
)
妻秋
野
(五
十二才
)
役
年令
続
刺
氏
名
名
①大能
餅負
い
辻
松二郎
50 
父の弟の長
男
(父方イ
トコ)
、
分家格
① 釜
59 
妻の姉
茸
役
藤井
門三
問中
達男
31 
母の生
家の戸
主
森川
47 
妻の伯
母の
家の戸
主
正
@台
所
役
68 
母の
生家
の本家
の戸
主
太
助
田
中
官座の社会人
類 学的調査E
④米
かし役
@ 
街j
@ 
街I
f荘鋭
@ 
身
⑦零余
子指持
上
① 
þ. 
口
⑮手
がえし
@道
具担
い
持持
ドJ'νv 持
田中
弥太郎
増田
フk
1% J I [ 種本辻藤井田中
分、二
)tノKJ I [ 
種本
森J I [ 森J I [ 辻喜美
子
止h
/作
田
橋
本
辻柴
田
橋
本
森川藤井
橋
本
じじ口、xr山門HH44ト
長
尾
一E、話匂
益 男
|羽
ちえ君野芳子キ
ヨ
秀樹
邦
昭
光男文子友子ちえ千代
子
好
良義昭
良
正邑
雄
56 
母の生
家の分
家の戸
主
52 
隣家
の戸
主
41 
妻の母の生
家の戸
主
39 
委の弟
、
妻の生
家の一
戸主代
理
41 
①餅
負い
の妻
55 
②ハゑ役藤井門三郎
の妻
39 
田中
達男
の
If 
If 
41 
森川
正一
の
If 
If 
10 
妻の
生家、
種本家
の嫡
孫
(@程本間
の長
男
〉
13 
@森川正
一の
三男
13 
妻の
母方イ
ト
コの
長男
8 
①餅
負い
の
一ニ女
8 
②森川正
一の
分家
の長
女
7 
妻の
生
家の本
家の次
女
41 
①辻喜美
子の母
、
④として前出
44 
⑥柴
田
文子
の母
33 
⑥橋本友
子
の母
35 
妻の母
方の
イト
コ
26 
遠
親
類
，，-.. 
親
類
の
若
者
30 35 26 
宮座の社会人
類学的調査E
このよ
うにオ
コ
ナイに
おける諸
役の
わりふりは、
当家
の重
親類を
主とす
る親
族紐
帯に
よる
神
事儀礼組織を
形成す
る。
そして本
文や注(
4)
の説
明及
び具
体
例でみ
た如
く、
重親類
の範
聞は
本分家関
係並
びに当
主の母
方や実
方
にも
割に公
平にわた
って
いて、
本分家関係や父
方、
いわば同族的
に偏る傾
向、が
みられ
ない
。
この
点
は、
双系ないし
双方
的な親
族
一つ
の特
徴
として
、
紐帯、が
かな
り
認め
られ
ると
してよ
いであろう
。
と同
時に、
こ
の集
福寺
にお
いて
は、
部落内婚率
が他
にくらべ
て高
いと
いうこ
とが
一応
、
予想
される
。
この
点は調
査が
立入
って
なさ
れてな
いの
で即
断できな
いが、
閉鎖的
な地
域
球境
条件を考慮すれば、
うなづ
け
るこ
とではな
いか
と忠
われる。
いず
れに
しろ
、
オコナ
イ
という神事儀礼が
親族紐帯
を
確認
再強
化する
という機
能的
意味
をも
つこ
とは
否定
でき
ない
。
とこ
ろで、
当家
はオ
コナ
イ
(神事
儀礼〉を
とど
こ
うりなく
勤め
上げなく
ては
ならな
いが
、
それに
は上
述のよ
う
に重
親類を
はじめ
、
多く
の
親類
縁者
や隣
人た
ちの
協
力を
要す
る。
そし
てそ
れ
には
、
連日
の饗
応や
ら共
同飲食が
当然
つき
もの
だ
から
、
こう
した賄
の
経
費は多
額に
のぼ
り、
当家
にと
って
は
相当
の負
担で
ある。
いま
は簡
素
化して、
賄は
二
日間だが、
第二
次
大戦
前ま
では
一週間もあ
っ
たと
いう
から
大変
であ
る。
いま
でも
少く
みて
も四、
五万
円は
か
かるそ
うだから
、
昔どうり
の規
模でや
れ
ば、
十数万
円は
か
かるだろ
ぅ。
かか
る費
用
一切
はすべ
て当
家が負
わね
ばなら
ぬが、
一部
は神事
田(シ
ゾ
ジ
J夕
、
オコ
ナイ
ダ)
からの上
りで
捕わ
れる。
こ
れは要
する
に
神田
川座
田
で
先当
・後当それ
ぞれに約
一反
ず
つが
昔からあ
って
、
(写真
C
日参照〉
戦後
の農
地改革後
は個人
名儀
に切かえられたが、
いまも
保
持され
ている。
ただ、
昭和四
十四年に
、
この
うち
の
一ケ所
を児
童遊園地
に提
供
する
ことに
なり、
これ
に代
っ
て別の
倒人有
国地を併
用し
て神
事田
とし
ている
。
一反
の
旧地
では
、
この
辺り
で
は米六伎
の収
際だ
か
ら時
価
約五万
円の収
益と
なり、
現在
の
二日
程度
の賄
なら、
これ
でほ
ぼ やれ
る勘
定になるわ
けだ
が、
もち
ろ
ん実
際に
はこ
れだ
けで
は足
りな
い。
昔な
ら尚
さらそ
うであ
った
ろう
。
この
ため、
当家
の負
担を
少し
でも軽減さ
せ、
結局、
自家
で当
家をす
る際にも
、
当然そ
れを
期
待できる
互
酬的慣行
とし
て制
度
化されて
い
たの
が
P掛米グ
で
ある
。
(写
真cm参
照)
これ
は、
先
当・後
当の
両上げ
当家
に、
玄米三升ず
つ
を掛
けこ
むこと
で 、
別に義
務
制ではな
く、
掛け
たい人
全米)
が掛
け
れば
よ
ぃ。
こう
し
て掛米し
てお
けば
、
自家が
当家
をす
るとき
に
、
かつ
て掛
けて
お
いた家
か々
ら
米三升
ずつが
返っ
てくるわ
けで、
それま
で
よく
掛
けて
お け
ば、
それ
だけ
当家として
の一
時的
な多
大
の
出費、
が軽減さ
れる
こと
にな
る。
要する
に、
当家
の多
額出
費にそなえ
て予め積
立て
てお
くような
もの
で、
極
めて
合
理的
で実
際に
効
用が
ある
しきたりだと云え
る。
こ
の掛
米は
現在
はも
う行われ
てい
ない
が、
戦 前
まで
行われ
ていたそう
である
。
j主
(1)
八月
十六日の夏の例祭 に 、
花笠 附 と 云 う 民 俗
行事が催される。
乙 れ は 御 詠
歌調の拍子で歌詞も仏教的色彩が濃い数十番の歌舞で、
その発枠由来は不詳
だが、
村社の境内及び御旅所で若衆によって行われる。
乙の若衆ほ宮若衆と
云い、
現在は宮座とは何の関係もないが、
おそらくかつては宮座の青年階梯
をなしていたのではないかと思われ
る。
い ま は 中 学
生から四十才伎までがこ
の行事に参加する。
第二次
大戦以来ずっと中断していたが、
近年その衰退消
滅を惜しむ戸が古老たちの間からおこり、
再興した。
二 月
八l
十
一日の宮庖
行事
(オコナイ)
が積雪の最中に行われる厳粛な重要儀礼であるとともに
、
冬の盛事とすれば、
この花笠削は夏の盛事であって、
乙の閉鎖的な山村部落
にとっては、
年間
の二大
行事として多分にリクリエシーョン的な意味をもっ
ものだと必われる‘
なお、
集 福 寺 部 落 に は 現 在 、
曹洞宗の徳宗十すという指那
寺 が
一つあるだけである‘
(2)
塩津中
(四十
七戸)
ではオコナイにあたって区
( 部 落 ) 長 が 部 系
(氏子〉
中にはかつて、
やがて戸
主となる古参若衆から適令
者を何人か選んで旭神弓
(または九日神事)
とよばれる座をつくる。
これは純下ともよばれ、
いわば
第一
段階の儀礼的ステイタスH年令階梯である。
叩利下になると最初の
一ヶ
年
は旭神事当番として浄身潔斎し祭儀に奉仕せねばならぬ。
これを終えて約十
年間は純一十の階 梯 に あ る が 、
十年後に大神事当審、
すなわちオコナイの当家
づと め を す る 。
花餅つくりの
一切を賄うから相当な経
済 的 負 担 で あ る が 、
第
二次大戦の農地開放までは神
事問
(オコナイ田)があって費用の
一部
はζれで
賄 え た 。
当 家 に な る と 純 下 を 動 員 し 、
また自分の
近 い 親 類 の 援 け を も と め て
花餅つくりの体制をととのえる||乙の組織は後述する集福寺とほぼ同絞υか く て 当 家 を 処 一山苧 つ と め お え る と 、
オコナイの儀礼的ステイタスを十分に獲
得し た 長 老 衆
(諸人
・モロトHオトナ)
として、
家にあっては当主として安
定した身分を実質的にそなえるに至る、
というわけ、だ。
との場合当家は、
い
わば中老階梯の儀礼的ステイタスにあるとみなすことができるかと思う。
拙
稿「 滋
賀県の宮庄の現況||社会人類学的予備
調 査 」 、
「東洋大学アジア
・ ア
フリカ文化研究所研究年報」
一九
六九年、
所収、
五七
五参照。
(3)
このような座の
立持
は 、
他の宮座でもしばしばみられるも
ので、
ととに
村
座 の と こ ろ で は そ う 珍 ら し い こ と で は な
い。
ただ先年の拙稿で扱った湖東の
神崎郡永源寺町石谷の場合では、
立替期に
全 戸 の 当 家 順 が 一 戸 主 li 長 引 が 十
五才
になっていれば、
宮庄では戸主とみな
されて父と入換って入座する||
の年長順に自動的に決ってしまう点に著しい特徴があった。
だから神六など
による当家選定手続は全く不要である。
そ し て 、
分家や移入戸もこの」佐の立
替期||i石谷では当家組換と称する|!ーに新に加入するわけである。
乙の前
稿 で
も指摘した が 、
このような徹底した組換
(立替
)
は、
今迄のところ、
私
は他に同様な例を知らない。
拙稿
「宮座の社
会人類学的問笠I||滋賀県湖
南と湖東」、
「東
洋大学アジア・アフリ
カ文化研究
所、
研究年報」
一九
七の年、
所収、
四十八1五十五頁
参照。
(4)
重 親 類 の 範 聞 は
ーーー
もちろん同じ笑福寺部都内
ーーー
そ の 重 要 性 ・ 親 し さ の
順 で い う と 、
①本分家関係、
② 当 主 の母の生家、
当主一 が 簿 花 子 な ら そ の 生 家 、
宮庄の社会人類学的制査E
及 び 当主の一安の生家 、
③当主
の次
三
男の算入先の家
、娘
の嫁ぎ先の家。
とれ
よ り 遠 い
(
軽い)
親類は小親類で、
オコナイでの役も比較的経い。
なお、
①
1③の家が部落外にあって、
ふだんいくら親しく交際していても、
オ
コナイ
では如何なる役目にもっけない。
(5)
先年の拙稿でとり扱った湖南の叩賀郡信楽町
多縦尾では、
長 座 ( オトナザ
、
長老衆)
に私立
米というのがあった。
これは長老衆
(長仲間)
が 風 間 の 上 り
だ け で は
座の経
済的運営に不十分なために積立
て た も の の よ う で 、
これを必
要とするものに随時貸附け、
その利米収益をもって運営(当家費用など
一切
)
を補充した ら し い 。
つまり
一極の金融であって、
とれば徳川期から行われ
、
大正末期まであったようだ。
し た が っ て 、
多縦尼の場合の積立米は、
株
座で
も あ っ た か ら 、
この笑福寺
(村座)
の掛米とは、
当家の
|||
結局は宮康の||
経済
的負担の一軽減という目的において伺殺ではあっても、
手段において、
お
のずから性質を異にするものであった、
とみてよいのではなかろうか。
前 掲
拙稿
「宮座の社
会人類学的調夜I||滋賀県湖南と洲東」、
三十七頁
参照。
2. 
伊香郡西浅井町
大浦
西浅井町大
浦は前節で触
れた
ように旧
永原
村に属し、
竹生
島と指呼
の問
にあ
る葛
寵尾崎
(ツ
ヅラ
オザキ)
と大
崎に閉ま
れた大
浦
湾に面し
た漁
港部
落で、
現在戸数
一八
五で
ある。
湖岸
に沿
っ
た漁
村部
を
浜
と云い、
西から
順
に崎
出
・橋本
・中
浜
・東
町の
四小
字からなるが
(戸数
一二
四)
、東町か
ら北
に向
っ
て番
場
(三
八戸〉
と西出
合三一
一戸
)の
二小
字、が
あ
って
、
これは
浜
に
対し
て
い
わば農
村
部で
、片
村また
は中
村
出
という
。中村
出と
よばれる
のは
、
この
両
小字
のものが
、
時代は不
詳だ
が、
大浦
から
大
浦川
沿い
に真
北
へ 約
三
粁の
中
部落
(中村)
から
移住
した
という
伝承が
ある
から
である。
大浦
の八
幡神社
(旧
村社、
祭神
は応
神
天皇)
はこの
中
村出
の両
小字
の境に
近く
者場
にある
ので
、
番場を
宮
本とも云う。
(写
真D1
参照)
中村出
は前
述
のよ
うに
現在
約六十
戸だが、
明治
二十
五年
(一
八九二)
のこ
の地
区の大
火ま
では八
宮座の社会人類
学的 調
究E
十戸あ
って
、
大浦
でも
中心的な勢
力
で
あっ
たという
。
先の伝
承
がかなり
古
い時代
に由
来するも
ので
あ
るらし
いこ
と
、そ
し
て神
社、
がこ
の地
区に
あ
るこ
と、
及び
以
下に考
察する
骨口座
が中村
出の
も
のの
みによ
っ
て組
織運営さ
れて
いるこ
とを考
えあわ
せると
、
この
地
区の古
老が
云う
如く、
大浦
では
中
村出
の方
がよ
り古く、
浜は
より
新らし
いの
かもし
れな
い。
しかし
、
これ
を裏
付
けるよう
な文書や記録
資料
が
ない
ので
、
伝承
だ
けで
は確かな
ことは
云えな
いし
、
湖
岸
の
漁
村であ
りな
がら、
浜の方
がより
新
らし
いとい
うの
も、
\， 、
ベ、一
さか
肺に
おちな
い
。
い
ず
れに
しろ
、
八幡
神社
は
大浦全
域を
氏子
にしている
もの
の、
官口座
組織
が中
村出
に
限ら
れて
いるので
、
地域
的な意
味で
の株
座だ
(1
) 
とみ
てもよ
い
わけだ
。
むかしは
、
浜の
ものには
神輿
もか
つがせなか
った
と
云う
。
その
当時
(明治中期
)
は、
大浦
と
中部落
の
中
間
地点
(堂
前
、地
蔵
堂
があ
る)
から
束
折し
て
一・
五
粁の八
田部落
(純
農
村)
との
聞で御
輿の受
渡
しをした
そ
うだ
が、
これ
は漁
村と
農
村の
連合祭杷組織
だ
った
のだ
ろうか
。
それとも
、
農 村
どう
しの
それだ
った
の
だろ
うか
。
どう
も後者の
意味あ
いの
方が
つよ
いよ
う
にも
思
うが。
いず
れに
して
も 、
どうし
て中
部落
(農村)
と
の間でそ
うし
たこ
とがな
されな
か
った
のか
、
こ
の点
もど
うも判
らない。
先
の中
村出
の移
住
伝
承と
の関
係は、
どう
理解
し
たら
よい
のか
。
中部落
に
は同
有の神
社はなく
、
南隣
の庄
部落
の
日吉
神
社の氏
子勺、
これに
北
隣の
山門部
落も加
って
、
三 部
落
の氏
子組織
をつ
くっ
ていた
が、
その後
、
山門
は間
有
の
神明神
社を持
って
これか
ら分
れた。
なお、
大浦
の八
幡
神社
には
現
在、
専属
の宮
司はなく
、
庄部落
の
日吉
村
社の
田中栄人
宮
司が兼務
(長男
、重
雄氏が
代行)
している
。
先の中
村出
の
大火
当
時に
は、
藤井大和
と称
する士分
格の
人が専属官
4だ
VLJ 
った
よ
うだ
。
この
藤
井家
は元
は村
木姓
で
あった
と
も云
うが、
中村出
の人
で
はな
く
て、
代
々
、
医
者で
もあ
った
らしく
、
幕
末、
頼山
陽
など
が永く
止
宿し
た名
家
で、
一説
では
八幡
神社は
この
藤
井家
の
家氏神だ
った
とも云
わ
れて
い
る。
先の大
火で
は、
八幡
神
社とやや高
台にあ
るこ
の
藤
井家
は延焼
をまぬか
れて
いるので
、
古文書記録
も
少しはある
よ
うだ
が、
官座組織
と直
接かかわ
りあいが
ある
とは思
え
なか
った
ので、
当
面は
、そうし
た調査
をして
いない
。
この
藤
井氏
から
、
どの
ような経
紳で現
在の兼
務官司
の田
中
氏に至
った
のか
も立
入
って
調べ
て
いない
。
ただ
問題な
のは
、
一月
十四、
五日の
宮
座の神
事
儀礼
(オ
コ
ナイ
)
において
、
十四
日の
真
夜中、
燈明を
もた
ずに、
A IIJm 
神
社
から正
八幡
宮と書かれた
掛軸を御神
体とし
て当
家に
お迎
えし
て床
の間
に掛
け、
翌十五
日の
朝
にオ
コ
ナイをし
、
その深
夜に再
び神
社に
お送
りして
納め
る、
この
掛軸
である。
これ
は、
中村出
の先
祖たち
が、
そも も中村
から
こ
の地
に移
住したと
きに
奉
戴してきた
もの
だ
と云われ
、
八幡
神社
に
はただお
預
けし
てあ
る
のだ
、
と意識されて
いる
からであ
る。
これ
が、
いつ頃
の時
代
か、
それ
は先
述
のよ
うに不
詳で、
藤井家所有
の文
書記録
にも
明か
ではない
ような
の
でハ
立入
っ
た調
査が
してない
)、確かな
こと
は
云えな
い
が、
いず
れ
にしろ
、八幡
神社と中村
出の
人々
との結
びつ
き
(結局
は官座
組織
その
もの〉
は
一種
、
独特
の趣
がある。
こう
した
点は、
できる
だ
いず
れ機会
を
みて、
け明
かに
してみたい
と思う
。
なお
、
浜地
区に
はと
りたて
て考
察する
に足
る
神事
組織や儀礼
はな
く、
八
幡
神社
の
祭
礼で
は氏
壬
として
中
村
出のもの
と
一
対にな
って
、
若衆
が奉
納相
撲などを
行う。
浜だけ
でや
って
いる
もの
では
、
( 2 ) 
伊勢講
と称する
(や
はりオ
コ
ナイと
もよぶ
)
も の
があるが
、
これに
は宮
座
的な色彩は
別に
な
く、
この
大
浦で
は、
以下
にみ
る如く
、中村出
において
「神
行会」
(シン
ギ
ョウ
エ)
とよばれて
いる
神事儀礼
(オ
コ
ナイ
)
組織が
官座
であ
る、
とみなし
て差支
えなかろう
と思
う。
さて
、
神行会
は十人
衆とよばれる、
いわ
ば長
老十名と中
老五名
の計
十五
名を
正式の会
員とする組
織で
ある。
中老
の下に、
いわ
ゆる若
衆が
ある
のだ
が、
これは組
織だ
った
もの
で
はな
く、
先述
の祭
礼で
の奉
納相撲
など
の他は
これ
とい
っ
た機
能も
ない
。
しかし
、
おそ
らくず
っと
昔は、
それ
なり
の組
織
や機
能が
あ
った
ので
はない
かと
思われる
。
というの
は中
老人
は
一定年令
で
する
ので
な
く、
結婚
する
と
その翌
年
のオ
コナ
イ
(一月
十五
日)
で当
受けを
し(
後述
)、
翌々 年
に入
座
儀礼〉
親子百
・後
述)
をし
、
さら
に次の年
、
正
式
に中
老入する
からであ
る。
すなわち、
結婚
によ
って
若衆
(組
H階
悌)
から
自動的
に脱
けて、
中老
(年)
階梯
に
すすむ
ことは
、
多く
の年
令階悌
制で
一
般に
みられる
こと
であ
り、
官座も
年令
階川抑
制
の
一種
とみ
る限
り、
中老陥抑
の下
に青
年階梯
(若衆組)
がある
こと
は、
むしろ
当
然と考えら
れるからで
ある
。
中老
の定
員五名と
いうの
は
、
神行
会の記
録でみる
と昭和六年
(一
九
三二
からで、
現在も使用
中の
この
記
録簿11
大正十五年
(一
九一
一六
)
の
「神行
会法則」1ー
によ
ると
、
それま
で
は定
員三名であ
った
。(
写真D2
t7
参照
)長老十人衆
の
人数
が同じ
なのに
、
なぜ
中老
だけ二
名増や
した
のか
は、
はっ
き
りしない。
多分、
昭和
三J
五年に
偶
、々
結婚し
たも
のが
多か
った
か
らかも
しれな
い。
というの
は
、
中老入
した
人
数だ
け十人
衆から
引退し、
そ
の人
数だ
け中老
から
十人
衆に昇
格
する
ので
、
中老定員が
少く
て、
且、
中老
入するも
のが多い場
合、
中老
からす
ぐに十
人
衆にな
って
しまい、
こ
の間の
けじ
めがう
すれ
て不
都
合になる
からだ
、
と解
釈
される
から
である
。
なお、
宮座の社
会人
類学的
調査E
後述
のよ
うに、
中老人
の人
数は、
仮り
に結
婚し
たものが
三人
以上あ
って
も
二人
が原則
(限度)
で、
あと
のもの
は次
年に
繰
下げ
となる
。
それ
に
して
も
中老定
員が
三名で、
毎年
二名
が中老人する
ので
は、
中老階梯
に
一、
二年
し
かおらぬ
こと
にな
り、
やはり
具合
がわる
い
と考えられ
たの
ではなかろ
う
か。
昭和四年に
中老を
いち
ど四名に
したかにみ
える
のは
、
(写真
D
@参照)
」の
聞の思
案、
調整を物
語っ
ているよ
うに思
える。
ところ
で現
行では
、
中老
入は二名
が原
則の
ようである
。そ
して
、
この
中
老入する
こ名
を予とし、
これ
に対し
て十
人衆
のう
ちの
一人
が席
(座)
順
il年
長順
とい
っ
ている
が、
先述
のよ
うに実は
結婚
順 111
に従
って
親とな
り、
親子
の盃を
かわ
す::
:オ
コ
ナイにお
ける親子
盃。
この
場合
のオヤは
、
必ず
し
も最高席
(座〉
にあ
るも
の lll
これ
を
元老と称する!と
は限らな
い。
席順
は十
人衆
に
おける
序
列づ
けを
意味す
る
には
違いな
いが、
それ
よりはむ
しろ
、
当家
(当人)
の順
次を示
すも
のの
ように
思える
。
つま
り、
オヤは
そ
の年の当家であ
って
、
この
当家
に対
し
て二
人の新
入り
(翌
年に
正式に中
老
入)
がコ
として
付
き、
当家を補
佐
するとと
もに、
新入りと
しての
披
露を
し
ても
らう
ので
ある
。
実際
には
先
述のよ
うに
、そ
の前
年に彼らは
当受
けを
し
ている
。
具体
的に
は、
当家を
たす
け、
新入り
とし
ての
義務
を果たす
(祝儀
をな
す)
のに、
コは
当
家が
負担す
るオ
コ
ナイ
の費
用
(時価
で
三、
四万
円)
の一
部(
約三分ノ
一〉
を出すわけ
である
。
そし
て親子
の盃は
、
神行会
(宮
座〉
へ
の入
会
(入座)
儀礼が
形式的
に
擬制的
オ
ヤコ
関
係のかたち
でなされ
るもの
にす
ぎな
い。
なお、
コ二
名のう
ち結婚
月日
の早いも
のが上
、
おそい
ものが
下とな
って
、
これ
はお
のず
からそ
の後の席
順の先
後に及ぶ。
また
、
結婚し
たものが
一人
しかない場
合は、
十人
衆の
うち
の誰
か
一人
が仮
りに
コ
二五
宮座の社会人類学的
調 査 E
として
(上)
勤め
るの
がし
きたりで、
もし誰
も結婚
せず入会
(座)
がな
け
れば、
同様
に誰
か二人
が仮
りの
コと
なる。
さらに、
結婚し
たも
のが三人
あ
れば、
結婚
月日が
おそか
った
一人が次
年にく
り
下る
こと
にな
る。
これ
らす
べて
におい
て結
婚
したもの
と云う
の
は、
云うま
でもな
く、
家を
つぐべき
長
男を
さす
が、
次三男でも
分家し
て中
村出
に居
住する場合や同
様に中
村出
の
家に
入聾する
もの
は当然
、
入会
する。
入会する
ものが
なけれ ば、
親子
の盃
はいま
述べ
たように、
全く
の
形式
事となり
、
その
年の
引退もなく
、
中老
か
ら十人
衆へ
の 昇
格も
ない。
そしてまた
、
十人
衆や中
老
で死
者
があ
っ
ても
、
次のオ
コ
ナイで
然
るべく
順次補充さ
れる
まで
、
通常
は欠
員の
ままであ
る。
いずれに
しろ
、
先述
のよ
うに、
現行
の中
老入が毎
年二名
という
原則
(限
度)
は、
大正十五年の
神行会
法則以後、
入金く変
更が
ない
|
それ以
前はど
う
であ
っ
たかは
、
詳し
い調
査が
できて
いない
。
これ
は十
人衆
(長老〉
から
の
引退人
数に対
応する
ので
、
おそ
らく、
それ
以前
の
慣行制度
とも
からん
で、
やは
り何
らかの調
整効
果からきめられた
ものなの
だろ
う。
長老十名
・中
老
五名
、
そして毎
年の中
老人
(入会
H
入座)
が二
名で、
引退
H退座す
る
もの、
した
がっ
て中
老から
の
長老入もそれ
ぞれ
二名
、
という
割り
ふり
が、 約六十
戸の中
村出
の戸主
ない
し戸主た
るべ
き既婚男子
の人
数に、
しているのか
、
どの
ように適
合
とい
う問題を如
何
に考
えた
らよい
のだ
ろうか。
中村出
の官
座(
神行会)
当事者
たちは
、
多分、
経
験的
にこ
うし
た割り
ふりをする
に至
っ
た
のに
違いなかろ
う
、 が
、
こ
うし
た問
題にも
何か分
析の手
だてを
得た
いも
ので
ある。
ここ
では
、
当面、
問題
の指
摘のみに止め
てお
く。
ところ
で、
いまの
こ
とと
も関連
する
と思われる
のだ
が、
注目
される
こと
は、
神行会
(官座)
の十
人衆、
いわ
ば長
老階
梯が
一般
の官
座にく
らべ、
ニム
ハ
なり年
令が低く、
むし
ろ中老
(中年階梯)
とよ
ぶの
がふ
さわ
しいこ
とであ
る。
こ
の意
味で
は、
中老
五名
を入れた十五名
全員を中
老とし
た方
が適切で
ある
ようにも
思える。
むかし
は六
十
才位
の
十人衆もあ
った
ということ
だが、
いま
は概ね四十
才
位のも
のが十
人衆を構成
し
ていて
、
中老
は三十
代前
半と
い
った
とこ
ろであ
る。
男子
の
結婚年令
とも
かか
わるが
||先述
の如
く、
すべ
て結
婚順
だから
年令
の如
何は間われぬ
わけだが
l!こ
の
ことは
どのよ
う
に明
解
した
らよ
い
のだろ
うか。
この
よ
うな問
題は、
前章
第二節の湖
西・
高島郡今津町深清
水
また昨
年の
前稿
で取扱
った
湖東
・神崎郡、
氷山寺町石
(4) 
谷でも
問題
に
したことで
ある。
これ
らと比
較し
て、
こ
の大 浦の中
村出
の場
でも
多少考
察し
たし
、
ム 口
をどう
解釈す
るか
、
とに
かく
現状
をみてみよ
う。
なお、
明治
二十
五年の
大火
で
山川口座関係
の
古文書記録類が
欠
われて
しま
った
ので
、
それ以
前の古い
形態
がつ
かみ難い
の
は残
念である。
それ以
後、
大正末
までの三
十
数年間
は
どう
であ
った
のか
につい
て
は、
まだ
立入
っ
た調
査が
でき
ないでいる
。
これ
は文
書記録が
いまのとこ
ろ見
当ら
ぬが、
いづ
れこ
の間
の形態はある
程度は
っき
り
できる
かと
思う。
さて
、
現在
(昭
和四十六年
度)
の神
行会
員々
を席
(庫)
順で示
すと次
の
如く
である。
氏
昭 ひ中
36 3支年 喧2
29 �Ii 
才 令及
却才
昭 守十
38 ;g余
年 号ろ
訂 正半コド 令度ι 及
名
現在〔昭必
)の年
令
カミ
十 人 衆
① : (î)' 
葛 島
城 内
40 
喜治
36 
28 
32 
38 
，'�/ 
l�iノイゥノ
②葛城
万
佐射
37 
40 
37 
43 
34 32 
42 
37 
@葛城
哲夫
37 
41 
④ 
古
山
J長
@村木@中洲
人⑦葛城@村木十⑨小川三
智男
@ : ⑮  
安 小
藤 川
老
⑫植村⑬村木
中
⑭赤尾⑪， : ⑮ 
松 葛
井 城
岩男徳治克己
勝稔、
E義信男昭男
良
雄
昭
お
年
お才
昭円切
年
部才
社才
38 
33 
38 
43 
41 
40 
34 
44 
38 
40 
治
40 
29 
44 
33 
35 
42 
35 
45 
38 
39 
43 
31 
45 
33 
34 
43 
32 
34 
45 
35 
バHHJ附問
44 
36 
38 
44 
34 
36 
45 
35 
36 
45 
28 
29 
46 
31 
31 
勝
47 
30 
29 
この
表
で①t
⑩までが十
人衆
(長老〉
で、
@t@が
中
老で
ある。
①は咋
年〈
昭和四
十五年
度)
には
①で
あって
、
この
年
のオ
コ
ナイ
で当人
(当家)
をした
が、
その時
、
一年
前に当
受け
(先述)
をし
て本
年
〈昭
和四十六年
度)
正式に中
老入
(入座
)
をする
こと
になる
⑮のオ
ヤをした
。
こ
の年は
コが@だけだ
った
ので
、
@の他に、
もう
一人
のコ
に十
人
衆のう
ちか
ら②
がな
っ
た||
②が
上で
@が
下
(これに
つい
ても
先述)
。そして
U
は
本年
(昭
和四十六年
度)
は引退
(退座
)
し、
@が
入座し
たわけで
ある||
入座も
一名だ
か
ら退
座も
一名
。
した
が
って
、
本年
は中
老か
ら十人
衆へ
の
昇
格も
一名あ
るは
ずだが、
咋年度③⑨⑩
の三
名
が昇
格し
たので
、
昇格
者はな
宮 座 の 社 会人類学的調査E
い11
本来
なら
⑮が
今
年昇格す
る
のだ
が、
去年@
⑨と
い
っしょに
昇格し
た。
この
よう
な調整が
、
時に応
じ
て
されるわけであ
る0
8
は去
年
のオ
コナ
イで
当
受けを
した
ので
、
今年
は
コと
して
①と親子
の盃をし
た、
が、
やはり
コ
が一
名だけだ
った
から
、
十人
衆のう
ち③
がも
う
一人
のコに
なった
(@が
上
で@が下〉。
そし
て⑮は来
年、
晴れ
て正
式に中
老人り
し⑮に位
置づ
けされ
るわけである。
(以上
は写
真D8
参照)
とこ
ろで
、
この
表に
は、
各人
の中
老入
の年
度
とそ
の時の年
令、
十人
衆入
の年
度とそ
の時の年
令、
及び
現
在の年
令
を記し
てあ
るが、
前述
のよ
うに、
結婚
顕である
から
、
年令
の
凸凹が多少あ
って
、
一般
の宮
座に
おける
ような
整然
たる年
長順
にな
っ
ていない
ー
しかしな
がら
、
それに
して
も
、中老人
(入
座)
の年
令が
二十
八t三
十六才
(大
体は三
十才前後〉
、
十人衆
入は三十
一t
一一一
十八
才
(平
均すれば
三十五才
位)
であ
って
、
他の宮
座に較べ
、
かな
り若
ぃ。
中老
人は
よい
にして
も、
十人衆を
長老格と
みる
なら、
この
年
令で長
老
入は、
やは
り奇
異な感じが
する。
そし
て中
老は三
十代前半、
十人
血液が
四十
才位
のもの
によ
っ
て構
成
され
ていること
が、
現在
(昭
和四十六年
)
の年
令
で明瞭に
示され
ている
。
この
よう
な点を、
念のために
、
一世
代先
の人
に々
つい
て
窺い知
るために
、前記
の表の
中から
、存命
中の父に当
るも
のに
関し、
同様
に
調べ
てみると
、
次の
如く
である。
1\; 
昭 び中
2 そ老町一九
年 雪合26 単産:才 令及
初才
十人衆入
の年
度及
びその時
の年
令
昭7
年
目才
昭 一
12 会注
年 交237 " 正才
名
現在
の年
令
①の父
永原
:司王
@' ①' @  
村
木
8 
iJll、
34 
31 
46 
1 1  
23 
69 
1/ 
平
治
10 
26 
島
内
29 
13 
26 
42 
62 
1/ 
松井浅之助
10 
29 
36 
17 
27 
46 
65 
1/ 
七
⑮の父
葛城
宮 座
の社会
人類学
的調査
E
昭日
年
初才
日才
孫太
昭四
年
部才
昭お
年
門出才
⑭ 
20 
58 
32 
赤
尾
26 
38 
34 
げハド白hH
46 
" 
これでみ
ても
、
大体
の傾
向は同
様である。
ただ
、
退座
年令
がやや
高い
の
は、
第二次
大戦
の戦
中戦
後で入
座
するも
のが少
なか
っ
たため
である。
かく
て、
どう
もこ
の大
浦の神
行
会で
は、
十人衆は他
の宮
座に
おける
ように長
老
衆とみな
すことに
は無理が
あり、
実質
的に
はむし
ろ中
老階
梯のう
ち
の上
位
者とみる方
が適わし
い。
中老階梯が
上と下
の二亜
階梯
に分
れて
い
るとみ
て
もよろしかろ
う。
だとしたら
、
本来
の長
老階
梯は
どうな
った
のか
。
十人衆
という
名称
から
察する
に、
おそ
らくか
つて
は、
もっ
と実質的
に長
老に価
す
る、
少くとも五
十才以
上の人々
に
よる階
梯が
あ
った
ので
は
なかろ
うかと
思
われる。
この
こと
は、
中老
とい
う名称
があ
るのだ
から
、
やはりか
つて
は、
若衆階梯
(若者組)
も同様
にあ
っ
たもの
と思われる。
このよ
うに、
年
令
階
梯u
長老制と
いう
視角
から
する
と
、
その
両端が
衰退
・廃
絶し、
中層
部が
組
織的
にも
機能的
にも
残
存し
て、
かつ
ての
両
端部を
吸収包
括する
かたちにな
るこ
とは
、
十分に
あり得る
こと
で
ある。
もしそ
うだ
とすれば、
それが如
何
なる経
緯や状況
の下で、
ど
んな
条
件と作用
によ
っ
てもたらさ
れた
のか
。
そ
うした
プロセス
を
詳し
く調査分析
する必
要が
あ
る。
前述
のよ
うに、
いまの
ル)こザhリ
、
かか
る立
入
っ
た調
査が
できて
いない
の
で何とも云
えな
いが
、
もし
かすると
、
現在
の結 婚に
よ
る入
座
(中老
人〉
とい
う方
式が、
この
ような変
容をもた
らす重要な契
機の
一つ
で
はなか
っ
たか
、
と考えら
れる。
つま
り、
むかし
は年
長順が不動
の基
準で、
結婚
(未既婚)
は直
接に
はひびか
なか
っ
たの
が、
結婚
の方に基
準が
移された
ため
に、
中老
ス
テイ
タス
がつよ
く確立
}\ 
される
に至
った
ので
は
なかろ
うか。
いず
れに
しろ
、
安易な推
測は
つつ
し
ま
ねばな
らぬ
ので
、
当面
は問
題
の指
摘に
とどめ
ておこう
。
なお、
前記
の表で、
①と⑥及び
⑨と
⑮は
それぞれ兄
弟
で、
⑥・
⑮は何れ
も鋒養子
である。
この
ように次
三男で、
同じ中
村出
の家
に聾
養子
入する例
は少くな
い
と云う
。
また
@と⑬も兄弟
で、
⑬は中
村出
に分
家し たも
ので
あ
る
ー 玉
(1)
昨年の前
稿
で取扱った湖東
の蒲
生
郡蒲生町鋳物
師の場合では、
鈴物
師部落
の中心部の内座
とよ
ば れ る 区
画i全体で十九の区画
(ク
ルワ
)
のうちの第九
のク
ル ワ
十数
戸にとくに格式の高い位
置づ
け
がな
され
てい
た。
かかる場合
も地域
的な
株座形態と
み
ること
がで
き
るが、
この
大浦の中
村出
の
場合とは、
多少形
態が
ちがう
。
前掲、
拙稿
「宮座の社
会人
類学
的調査I
l|滋賀県湖南
と湖東」、
三十八
t四十二頁、
参照。
(2
)
中村出の神
行
会のオコナイ
では、
神行会
のメンバー
のうちから、
この
地区
の二
小字のもの
一名
ずつ
が、
宮司の
ひ
く神占によ
って
選ばれ、
伊勢まいりを
するQ
(写真D③
の第
一条およ
び④の左頁、
末行を
参照)
そし
て、
その費
用
は、
後述する神
行会の
ヤ
マ(
山林
n座休約
一町と
座旧三
反:
国は
農地改革で
いま
はな
し)
の上
りでまかなう。
し た
がっ
て、
オコナイの
一部に伊勢講的な意味あいもある乙とは確かであ
る。
(3〉
中老
入りの披露は、
神行
会の全員
を招い
て
かなり
盛大
に行
わ
れる。
いまで
も少くと
も七
品つきの正
式な膳部を揃え
ね
ばならぬから、
相当
な出
費であ
る。
そし
てこ
の膳
の料
理に
は、
女は絶対に手出
しし
ては
な
らぬと
されてい
る。
むかし
は紋付羽織
袴で、
厳粛になされた
ようだ。
一般
の若衆
(者)
組の
場合の若衆
入を
想起す
れば、
大体の雰
閤気は察せら
れ
るが、
そ れ
が中老入り
(青年階梯から中年階梯
への
移入)
とい
う段階で顕著にみられる点
花、
年令
階梯制といっ
ても
、
とりわけ長老制的な宮座の
特色が
乙乙
に窺われる
よう
に
思う。
しか
し
ながら、
この
中老
入よ
りは十人
衆
(長老)
になる
ととの
方が実
質的な意味は
重
い。
何故
なら中老
は十人
衆
への予備段階で、
いわば長老にな
るた
めの見習とし
て
のステイタ
スでし
かなく、
下座に
ひ
っそりと控え
ている
だけで、
ほと
んど
発言でき
ぬか
らで
ある。
ハ4
〉
前掲、
拙稿
「宮座の
社会人類
学的調
査I
!l|
滋賀県湖南
と湖東」、
四十八
-五
十四頁。
む
す
び
以上で湖
西
・湖
北の
四部
落に
おける調
査概要
の
記述考察を
ひとま
ず終え
た。
これ
らを通じ
て、
前年度
の湖
東・
湖南と類似す
る諸
点は、
それぞれ
の
問題個所
で多少
触れ
た
ので
、
ここで
更め
て繰
返さ
ない
。
「は
じめに
」
でも
述
べた
よ
うに、
いず
れもう少し資
料
をと
とのえ
、
調査
不備を
補っ
てから
、 総
括的
に論
ずる
つも
りであ
る。
湖東
・湖南と相異
する点は、
八つ
の各
部落が
それぞ
れ性格を
異に
して
いるので
、
一概
に云
す々
るの
は難し
いし
、
地域的
なロ
ーカル
カラー
を安
易にきめ
てし
まう
のも
考え
もの
で
ある。
ただ
若干気
づい
た点をあ
げて
おくと
、
湖
南と湖
東に
は神
社の境
内に座
小屋
があ
っ
て、
そこ
で 神
事儀礼
が行われる
のが
多いが
、
湖北
・湖西
では
そうし
た座小屋が
ある例
が
少い
こと
であ
るli
本
稿の
四例は
いず
れもな
い
し、
他の報
告例
(一
昨年
の
予備調
査に
よる
)
でも
座
小屋
の
明確な存
在が
窺
われる
もの
は少
こ、
。
ナIH
VUWこの
こと
は
一体
、
どう理解し
たら
よいのか
。
座小屋
は
多くが左右
一対
で、
これ
が宮
座の
双分
的組
織に結
び
つい
ていること
から
、
宮座と
双分
制の
連聞
を考える場
合の何
らか
の示
唆を含
むの
ではない
か
、
とも思わ
れる。
深
宮座の社
会人
類学的調
査E
清水
では
地域
的な南
北の
双分
があるが、
それが宮
座に
おい
て組
織上及び機
能的に
重大な意
味を
も
っと
までは
云え
ない
ように思
う||
少くと
も湖南
の
多羅尾や湖
東の弓
削に較べ
れば、
積極
的な意
味はな
い。
集福寺
の先
当
・後
当に
し
ても
同
様であ
る。
こうした
点は、
他の
問題とも
か
かわる
ので
、
し 、
づ
れもう少
し検
討し
たい
。
株座と村座
の問
題、
とくに株
座か
らの村
座化
は、
湖
南の多
羅尾
と湖西
の
北小松
で、
前者
は
漸進的、
後者
は
革新的
にそ
れぞれ行わ
れて
いる
。
何れ
の
場合も、
そうなる
一定
の条
件と
背景が
あ
って
のこ
と
だが、
村座
化し
てから
の形
態もお
のずから
異っ
ている
。
これ
らは
前稿と本
稿で
それぞ
別個
に考
察し
たのだ
が、
比較
考察
に
よって
、さらに分
析を
深め
る必
要
がある
と思う。
なお、
本稿
では
扱わな
か
った
が、
湖西
の
一部
には
村座か
ら株座
化し
た
とみ
られる場
合も僅少な
がらある
ので
||
予備的調
査の報
告
(前
稿々
)
で触れ
たーーか
か
る事
例も、
別個
に検
討の要
があろうか
と思う。
また
、
同じ湖西
の北
小松と深
清水
で、
村座化
と
株組織
の拡
充が
それぞれ明
治初t中期
に起
って
いる
こん)は
、
こ
の時
期が
社会変動
が著しく
、
村落構造
の変
化が
必然的
にもたらし
た結
果であ
ろうが、
これ
は何
もこ
の地
域に限
られた
ことでは
あ
るまい。
大浦
の大
火
がこ
の時
期に当
って
いたこと
も、
その
後の宮
座の諸
制
度に与
えた影
響が大
きか
った
こと
と思われる。
明治以
後の
こうした
宮座
の
変容期
の問
題は、
湖南
・湖東地域
とも比
較し
なが
ら、
総括
的に検
討さ
るべ
き間
顕である。
年令階
梯
H長
老制
は、
儀礼的地
位序列体系
として
、
湖西
の深
清
水
におい
て最
も整
った
かたち
で現
存し
ており
、
湖南
の多
羅尾や湖
東の弓
削に対
比で
きるが、
いわ
ば長
老階梯
に
あたるも
の
の年
令
(層〉
U上限が後者ら
に較べ
て
九
宮座
の
社会人類
学的調査
E
低く、
どうし
てそ
うな
のか
、
一つ
の問
題で
ある。
このこ
と
は湖
北
の大
浦で
も
論
じ、
ま
た、
かつ
て湖
東の石
谷で
は、
東ア
フリカ
の若
干の年
令階梯制
と
比較
しつ
つ論
じた
問題
でもある。
前述
の如
く、
当面
は問題
の指
摘に
止めて
おくし
かな
いが
、
いず
れもう少
し立入
って
論ず
べ
き問題
だと
思う。
当家制
や年
(輸)
番神主
は、
地域
の如
何に
かか
わら
ず、
どこ
の官口
座でも
不可欠
の要
素で
あるが、
それだけに案
外変
差も大きく、
仔細
にみ
るとかな
り独特
なニ
ュ
アン
スを
もつ
もの、
が少
くな
い。
湖北
の集
福寺な
どは、
その最
たる
もので
、
他の場
合で
はみられ
ぬ親
族組帯
の
つよ
い機
能夜合が
作用
して
いる
。
ここ
での
「掛け
米」
の慣
行も別
の意
味で軽
視でき
な
い、
が、
同様
に当
家の負
担軽減
の機
能
を果
す
もの
とし
て、
湖東
・石谷
の
当家組合が
ある。
当
家制を平等と互
酬の
循環周期
原
理によ
って
た
つも
の
だと
するなら、
その実
際の
現わ
れ方が
、事
態に即
していろいろ
ある
こ
とは
当然
であ
るが、
それが
どの
よう
な基盤や
条件
の下で、
どん
な現われ
方をする
のか
、
検討を要すち
問題
であろう
。
湖
西の
北小
松で、
村座
化し
て当
番町制
にな
っ
たこと
、
同じ
く深清水
で
は川
上
祭で
の
当役出
仕と
い
う形式を
と
って
い
ること
、
州北
の大
浦で
は
退座し
てゆ
くも
のが
当家
(人)
とし
てオヤと
なり、
入座し
てくるも
の
を
コと
して
、
これに
も形式的
に当
受けを
させる
方
式な
ど、
何れもそれ、
ぞ
れに、
一 定の条
件や
背景が
あ
っ
て、
そうし
た方式
がと
られた
ものだ
と
考え
られる。
なお、
湖南
の多
羅尾
と湖北
の集
福
寺は、
何れも
かな
り奥
深い山
村で、
の
隔絶閉鎖的
な地
域環
境に
は似た
点
があるが、
神事儀
礼にやや
類似が
みら
れる
反面、
宮座組
織で
は著しく
異る
のは
、
社会構造
の大
き
な相
異||l前者
の成
層構
造と
後者
の
非成層的構造
ーーに
よるもの
と思われ
、
興味深
い。
両
C 
方と
も閉鎖的
な
環境
下で独
自の発
達をとげ
たの
であ
ろうが、
明治以降
の変
容はやはり
前者
の方
がず
っと
大き
い。
本稿を終
るに当
っ
て、
調査
中い
ろい
ろ御
協力を
いた だいた
北小
松の伊
藤
日円
氏、
深清水
の森
田光則氏、
集福寺
の
長岡真澄氏、
大浦
の松
井減之助氏、
及び側面か
ら御便貨
をはか
つて
下さ
っ
た高
島郡新旭
町役場
の木
村和
男氏、
伊香川川
西浅井町教育委員会
の桑
原忠男
氏に更め
て御礼申
土げる次
第であ
る。
なお、
前稿
及び本
稿で
至らざる点
は、
先にも
述べ
たよ
うに、
いず
れ補足
調食
をした
上で
総
括する考え
だが、
その
際、
参考
に
したいの
で御
高見、
御
批判
い
た
だければ幸
である。
〔付記〕
この
調
査研究は東
洋大
学ア
ジア
・ アフ
リ
カ文
化研究所
から昭和四六
年度
の研究
費交付を
ャ づけ
て実施され
たもの
である。(一
九
七一
年十
二月
十六日脱
稿)
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